システムの 

コンフイグレーシヨニ 



1/ 〇ボードのチップに搭載されている Basic Input Output System (BIOS) の設定方法やユーティリティの 
操作方法について説明します。また、 BIOS の設定値などをクリアする手順についても説明しています。 

本装置を導入したときやオプションの増設/取り外しをするときはここで説明する内容をよく理解して、正 

し\己又疋!レてく た d い。 


システム BIOS - BIOS 0 〇响 91^31:1 〇门 /361: 叩ユーティリティ - 

(—98 ページ） . 専用のユーティリティを使った BIOS の設定方法 

について説明しています。また、本装置の CMOS 
内部に保存されているパラメータのクリア方法つ 
いても説明しています。 


SCSI コンフイグレーシヨン（ —137 ページ ) 


Remote Supervisor Adapter I (RSA I) 
卜147ページ） . 


ASM Web インタフェースを開いての 
基本機能設定 (一149 ページ） . 


システムに標準装備の SCS I コントローラの設定 
を変更するユーティリティの使用方法について説 
明します。 


本装置をリモート制御するためのアダプタの設定 
について説明します。 


Web ブラウザからリモートスーパーバイザアタ'プ 
夕 I にアクセスする方法について説明します。 


0NL-31 1 3aN- 1 80Rd4-000-05-0404 
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システム BIOS 


■ BIOS Configuration/Setup ユーテイリテイ ■ 


BIOS Configuration/Setup ユーティリティは本装置の基本ハードウエアの設定を行うため 
のユーティリティツールです。このユーティリティは本装置内のフラッシュメモリに標準で 
インス I -ールされているため、専用のユーティリティなどがなくても実行できます。 

BIOS Configuration/Setup ユーティリティで設定される内容は、出荷時に本装置にとって 
最も標準で最適な状態に設定していますのでほとんどの場合において BIOS Configuration/ 
Setup ユーティリティを使用する必要はありませんが、この後に説明するよラな場合など必 
要に応じて使用してください。 


11-0 • 巳 I 0 S Configuration / Setup ユーティリティの操作は、システム管理者(アドミニス 

トレータ）が行ってください。 

• BIOS Configuration/Setup ユーティリティでは、パスワードを設定することができ 
ます。パスワードには、 「 Administrator 」 と 「 Power - on 」 の2つのレベルがあります 0 
「 Administrator 」 レベルのパスワードで BIOS Configuration/Setup ユーテイリ 
ティを起動した場合、すべての項目の変更ができます。 

「 Administrator 」 のパスワードが設定されている場合、 「 Power - on 」 レベルのパス 
ワードでは、設定内容を変更できる項目が限られます。 

• 0 S (オペレーティングシステム）をインス!-ールする前にパスワードを設定しないでく 
ださい。 

春 CMOS メモリの内容をクリアすると、 BIOS の設定は出荷時の内容には戻りません。 
CMOS メモリの内容をクリアした後は 、 BIOS Configuration / Setup ユーティリ 
ティで 「Load Default Settings 」 を選択し く Enter 〉 キーを押してデフオルト値に戻 
し、時刻設定をした後、必ず次の設定を行ってください。 

「Start OptionsJ-^TRehook I NT 19 h 」—「 Disabled 」 

• ここでは特に説明していない項目（メニュー)があります。これらの項目は、出荷時の設 
定以外の値(パラメータ）に変更しないでください。これらの項目の値を変更すると、装 
置の動作の保証ができなくなるばかりでなく、装置が故障するおそれがあります。 

• 本装置には、最新のバージヨンの BIOS Configuration / Setup ユーティリティがイン 
ストールされています。このため設定画面が本書で説明している内容と異なる場合があ 
ります。設定項目については、オンラインヘルプを参照するか、保守サービス会社に問 
い合わせてください。 
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POST の起動中に丸で囲んだ部分が表示されたら <F1> キーを押してください。 POST 終了後 
に BIOS Configuration/Setup ユーティリティが起動します。 


Symmetric Multiprocessing Svstem 
Intel Xeon MP 2.2 GHz 

XceL4(tm) Server Accelerator Cache enabled on CEC1 
XceL4(tm) Server Accelerator Cache enabled on CEC2 

02048 MB Installed Memory 


NEC 



Press FI for Configuration/Setup 
Press F2 for Diagnostics 
Press ALT-F1 for System Partition Boot 
Press FI2 For Network Boot 
» BIOS Version 1.02 « 
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画面の見方とキーの使い方 


キーボード上の次のキーを使って BIOS Configuration/Setup ユーティリティを操作します 
(キーの機能については、画面下にも表示されています）。 


行頭に■があるもの 
はく Ente「> キーを 押 
すとサブメニューが 
出る 


行頭に■がないもの 
はく Ente「> キーを押 
すとその表示内容が 
実行される 



パラメータ （選択す る 
と文字が反転する） 


キーの 機能説明 


力ーソルキ ー （I I ) 
力ーソルキ ー （―、一〉 


画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選択さ 
れています。 

現在選択されているパラメータの値を変更します。 


<Esc> キー 
く F1> キー 


く F9> キー 
<F10> キー 


ひとつ前の画面に戻ります。 

BIOS Configuration/Setup ユーティリティの操作でわからないことがあったときはこの 
キーを押してください。 BIOS Configuration/Setup ユーティリティの操作についてのへ 
ルプ画面が表示されます。 <Esc> キーを押すと、元の画面に戻ります。 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します（出荷時の設定 
と異なる場合があります）。 

BIOS Configuration/Setup ユーティリティの設定内容を保存し、 BIOS Configuration/ 
Setup ユーテイリテイを終了します。 


100 



















設定例 


次にソフトウェアと連係した機能や、システムとして運用するときに必要となる機能の設定 
例を示します。 


起動関連 


本装置に接続している起動デバイスの順番を変える 

rStart OptionsJ^rStartup Sequence Options」— 起動順序を設定する 

起動させたい PCI ス□ットを設定する 

rStart 〇 ptions」—「PCI Device Boot Priority」—Boot させたいスロットを設定する 

參 PCI スロットの起動優先順位のデフオルト値は PCI #1— PCI #2— PCI #3— PCI #4— PCI #5 
U 37 F 1 — PCI #6 の順です。 

• ディスクアレイコントローラなど、オプションボードによっては本体に2枚以上取り付 
けた場合は、この機能は有効となりません。 


CPU 関連 


搭載している CPU の状態を確認する 

「System Summary」—「Processor Summary」— 表示を確認"^ る 

画面に表示されている CPU 番号と SMP 拡張モジュール上のソケットの位置は下図のよラに 
対応しています。 



CPU の エラー 情報をクリアする 

「Advanced Setup」—「CPU Socket State」—「Enabled」— 再起動するとクリアされる 
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メモリ関連 


搭載しているメモリ （ DIMM ) の状態を確認する 


[Advanced Setup」—「Memory Settings」—「SMP Expansion module 1 / SMP 
Expansion Module 2 」—表示を確認する 

CEC1 は標準装備の CPU メモリバックボード (SMP 拡張モジュール）を示します。 CEC 2 
は、オプションの CPU メモリバックボード (SMP 拡張モジュール）を示します。画面に表示 
されている Row と SMP 拡張モジュール上のソケットの位置は下図のように対応しています。 


Bank 1 Bank 3 Bank 1 Bank 3 



Bank 2 Bank 4 Bank 2 Bank 4 

l II I 


Port 1 


Port 2 


メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアする 

[Advanced Setup」—「Memory Settings」—「SMP Expansion module 1 / SMP 
Expansion Module 2」— 「Bank Is Enabled」— 再起動するとクリアされる 

メモリミラーリング機能または、メモリ Hot Add 機能を有効にする 

-メモリミラーリング機能 

「Advanced Setup」 一 「Memory Settings」 一 「Memory Mirroring」 一 「Enabled」 

メモリの Hot Replace を行う場合は、メモリミラーリング機能が有効になっている必要 
があります。 

—メモリ Hot Add 機能 (Windows Server 2003でのみサポート） 

「Advanced Setup」 一 「Memory Settings」 一 「Memory Hot Add」 一 「Enabled」 

メモリミラーリング機能を有効にした場合は、メモリの Hot Add 機能は使用できませ 
ん〇 
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増設 SMP 拡張モジュール ( 増設 CPU/ メモリバックポード)のエラー情報をクリアする 

「Advanced」—「CEC2 Processor/Memory Card State」—「Enabled」— 再起動するとクリ 
アされる 


セキュリティ関連 


BIOS レベルでのパスワードを設定する 

「System Security」 一 「Power-on Password / Administrator Password」 ーノマスワードを 
入力する 

Administrator Password、Power-on Password は個別に設定することができます。ただ 
し、 Power-on Password で□グインした場合は、 BIOS Configuration/Setup ユーティリ 
ティへのアクセス制限があります。 


内蔵の I/O コント□ーラ関連 


内蔵の I/O コントローラに対する設定をする 

「Devices and I/O Ports」— それぞれのデバイスに対して設定をする 


PCI デバイス関連 


PCI デバイスに対する設定をする 

「Advanced Setup」—「PCI Slot/Device Information」— それぞれのデバイスに対して設定 
をする 


エラー □グ関連 


POST エラーログを表示/クリアする 

「Error LogsJ^rPOST Error Log」— 検出され たエラー のうち最新の3 つを 表示します。 
く Ente 「> キーを 押すと エラーを クリアします。 

System エラー Log を表示 / クリアする。 

「Error Logs」—「System Error Log」— 検出された最新の エラー □グを表示します。く个〉、 

< I >キーで画面をスクロールし、表示内容を変更できます。 <Ente「> キーを押すとエラーを 
クリアします。 
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設定内容のセーブ関連 


BIOS の設定内容を保存する 

「Exit Setup」—「Yes, save and exit the Setup Utility」 または 「Save Settings」 

変更した BIOS の設定を破棄する 

「Exit SetupJ-*f N0, exit the Setup Utility without saving.」 

BIOS の設定をデフオルトの設定に戻す 

「Load Default Settings」 

BIOS の設定を出荷時*の設定に戻す 

BIOS の設定をデフォルト値に戻した後、次のよラに設定します。 
rStart Options」—「Reh 〇〇 k INT 19h」—「Disabled」 

* 出荷時の設定はデフォルト値とは異なります。 CMOS の内容をクリアした後は必ず上記 
の設定を行い、出荷時の設定に戻してください。 
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メニュー画面ごとに説明します。 

メインメニュー 

BIOS Configuration/Setup ユーティリティを起動すると以下の画面が起動されます。この 
画面で各種設定 MENU の起動ならびに設定情報の保存や BIOS Configuration/Setup ユー 
ティリティの終了ができます。 

項目の前に「国」印がついているメニューは、選択して <Ente「> キーを押すとサブメニューが 
表示されます。 


Configuration/Setup Utility 

■ System Summary 

■ System Information 

■ Devices and I/O Ports 

■ Date and Time 

■ System Security 

■ Start Options 

■ Advanced Setup 

■ Error Logs 

Save Settings 
Restore Settings 
Load Default Settings 

Exit Setup 
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System Summary 

Main メニューで 「System Summary」 を選択すると、以下の画面が表示されます。 


System Summary 

■ Processor Summary 


Installed Memory 

2048 MB 

Diskette Drive A 

1.44 MB 3.5" 

Primary Master Device 

CD-ROM 

Primary Slave Device 

Not Installed 

Secondary Master Device 

Not Installed 

Secondary Slave Device 

Not Installed 

Mouse 

Installed 

System Memory Type 

DDR 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Processor Summary 

— 

選択するとサブメニューを開きます。 

Installed Memory 


搭載されているメモリの容量を表示します 
(表示のみ）。 

Diskette Drive A 

— 

フロッピーディスクドライプ A (標準装備） 

のタイプを表示します（表示のみ）。 

Primary Master Device 

— 

内蔵の IDE デバイスのタイプを表示します（表 
示のみ）。 Primary Master には標準で DVD- 
ROM ドライプが搭載されます。 

Primary Slave Device 


内蔵の IDE デバイスのタイプを表示します（表 
爪のみ ） 〇 

Secondary Master Device 

— 

Secondary Slave Device 


Mouse 

— 

マウスが接続されているかどうかを表示しま 
す（表示のみ）。 

System Memory Type 

— 

搭載しているメモリのタイプを表示します 
(表示のみ）。 


]： 出荷時の設定 

















Processor Summary 

Main メニューで 「System Summary」 サブメニューを選択すると、以下の画面が表示されま 
す。それぞれを選択するとサブメニューが表示されます 


Processor Summary 

■ CPUIDs 

■ Processor Speeds 

■ L2 Cache Sizes 

■ L3 Cache Sizes 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

CPUIDs 


搭載しているプロセッサの ID を表示します 
(表示のみ）。プロセッサが実装されていな 
い場合は「◦」と表示されます。 

Processor Speeds 


搭載しているプロセッサのクロックスピード 
を表示します（表示のみ）。 

L2 Cache Sizes 

— 

搭載しているプロセッサの L2 キャッシュサイ 
ズを表示します（表示のみ）。 

L3 Cache Sizes 


搭載しているプロセッサの L3 キャッシュサイ 
ズを表示します（表示のみ）。 
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System Information 

Main メニューで 「System Information」 サブメニューを選択すると、以下の画面が表示され 
ます。 


System Information 

■ Product Data 

■ System Card Data 


項目の前に「国」がついているメニューは、選択してく Ente「> キーを押すとサブメニューが表 
示されます。 


Product Data 

Main メニューの System Information サブメニューで 「Product Data」 を選択すると、以下の 
画面が表示されます。 

Product Data 

Machine Type/Model 

1527JNX 

System Serial Number 

99XXXXX 

System UUID Number 

5EA8F 3054 0B44A1293C3C08C9C59321B 

System Board Identifer 

VD05U0C0Y0M 

System Asset Tag Number 

NCN81 00968 XHWID0343HSN1 23456 

BIOS Version 

1.01 

BIOS Date 

12/21/03 

BIOS Build Level 

REEN35AUS 

Diagnostics Version 

1.02 

Diagnostics Date 

10/17/03 

Diagnostics Build Level 

REYT15AUS 

ASM Adapter ROM Version 

1.16 

ASM Adapter ROM Date 

01-21-04 

ASM Adapter ROM Build Level 

REEC11N 

Hot Plug Controller Version 

2.10 


Product Data では装置の情報や、使用するユーティリティの情報を表示します。 
項目については次の表を参照してください。 








項目 

パラメータ 

説 明 

Machine Type/Model 

— 

工場内で管理用に使用される番号を表示しま 
す（表示のみ）。 

System Serial Number 


System UUID Number 

— 

System Board Identifier 


System Asset Tag Number 


装置のコード、ハードウェア ID、 シリアル番 
号を表示します（表示のみ）。 

例） NCN81 00968 XHWID0343HSN1 23456 
コード:N8 100-968 
ハードウ ェア ID: 0343H 
シリアル番号：123456 

BIOS Version 


システム BIOS のバージョンを表示します 
(表示のみ）。 

BIOS Date 

— 

システム BIOS の作成日を表示します 
(表示のみ）。 

BIOS Build Level 


システム BIOS の作成レベルを表示します 
(表示のみ）。 

Diagnostics Version 

— 

試験診断プログラムのバージョンを表示しま 
す（表示のみ）。 

Diagnostics Date 


試験診断プログラムの作成日を表示します 
(表示のみ）。 

Diagnostics Build Level 

— 

試験診断プログラムの作成レベルを表示しま 
す（表示のみ）。 

ASM Adapter ROM Version 

— 

Advanced Server Management(ASM) 
アダプタに搭載されている R 〇 M のバージョン 
を表示します（表示のみ）。 

ASM Adapter ROM Date 


ASM アダプタに搭載されている ROM の作成 
日を表示します（表示のみ）。 

ASM Adapter ROM Build 
Level 

— 

ASM アダプタに搭載されている ROM の作成 
レベルを表示します（表示のみ）。 

Hot Plug Controller Version 


ホットプラグコントローラのバージョンを表 
示します（表示のみ）。 
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System Card Data 


Main メニューの System Information サブメニューで 「System Card Data 」 を選択すると、 
以下の画面が表示されます。 


System Card Data 

Model 

FC 




SubModel 

01 




System Serial 

1527JNX99xxxxx 




FRU 

Unique 

Mfg 

Slot 


Number 

Number 

ID 

Number 

Planar 

71P9029 

J1SU337X191 

SLRP 


Processor Card 1 

02R2317 

J1LT522F025 

SLRM 

0 

Processor Card 2 





PCI Card 

71P9028 

J1SMF38J11T 

SLRM 

0 

Power Supply #1 

74P4354 

J1RPV37M03D 

DELT 

0 

Power Supply #2 

74P4354 

J1RPV37M03C 

DELT 

1 

DASD Backplane 

59P3679 

J1SMH 379150 

SMTM 

0 

Power Backplane 

71P 9003 

J1SXS37P249 

SMTM 

0 


System Card Data では装置内に搭載されている部品の工場内での管理番号を表示します。 
各項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Model 

— 

工場内で管理用に使用されるモデル名を表示 
します（表示のみ）。 

SubModel 


System Serial 

— 

Planar 

— 

I/O ボードの工場内で管理用に使用される番号 
を表示します（表示のみ） 

Processor Card 1 


標準装備のプロセッサカード (SMP 拡張 
モジュール)の工場内で管理用に使用される番 
号を表示します（表示のみ） 

Processor Card 2 

— 

オプションのプ□セッサカード (SMP 拡張 
モジュール)の工場内で管理用に使用される番 
号を表示します（表示のみ）。 

PCI Card 


PCI カードの工場内で管理用に使用される番号 
を表示します（表示のみ）。 

Power Supply #1 

— 

電源ユニット#1の工場内で管理用に使用され 
る番号を表示します（表示のみ）。 

Power Supply #2 


電源ユニット#2の工場内で管理用に使用され 
る番号を表示します（表示のみ）。 

DASD Backplane 


DASD ノ \'ックプレーンの工場内で管理用に使 
用される番号を表示します（表示のみ）。 

Power Backplane 

— 

電源バックプレーンの工場内で管理用に使用 
される番号を表示します（表示のみ）。 




















Devices and I/O Ports 

Main メニューで 「Devices and I/O Ports」 を選択すると、以下の画面が表示されます。 


Devices and I/O ports 


Serial Port A 

[Disabled] 

■ Remote Console Redirection 


Mouse 

[Installed] 

Planar Ethernet 

[Enabled] 

Planar SCSI 

[Enabled] 

Diskette Controller 

[Enabled] 

Diskette Drive A 

[1.44MB 3.5"] 

■ Video 



■ IDE Configuration Menu 


各項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Serial Port A 

[ Disabled ] 

PnP 

Auto-configure 

Port 3 F 8, IRQ 4 

Port 2 F 8, IRQ 3 

Port 3 E 8, IRQ 4 

Port 2 E 8, IRQ 3 

Disabled のままにしてください。 

Remote Console Redirection 

— 

表示のみで選択することはできません。 

(Serial Port A の設定を 「 Disabled 」 以外に 
設定した場合に有効となりますが、設定は 
「 Disabled 」 のままにしてください） 

Mouse 

[ Installed ] 

Not Installed 

マウスを使用/未使用を設定します。 

Planar Ethernet 

[ Enabled ] 

Disabled 

l /〇力ード上の LAN コントローラの有効/無効 
を設定します。 

Planar SCSI 

[ Enabled ] 

Disabled 

l /〇力ード上の SCSI コント□—ラの有効/無 
効を設定します。 

Diskette Controller 

[ Enabled ] 

Disabled 

フ □ッ ピー ディ スクコントローラの有効/無 
効を設定します。 

Diskette Drive A 

11.44 MB 3.5"] 

Not Installed 

標準装備のフロッピーディスクドライブの 
使用/未使用を設定します。 

Video 


Video サブメニューを表示します。 

IDE Configuration Menu 


IDE Configuration Menu サブメニューを表示 
します。 


[]： 出荷時の設定 


5システムのコンフイグレ—シヨン 


111 

















Video 


Main メニューの Device and I/O Ports サブメニューで 「Video」 を選択すると、以下の画面 
が表示されます。 


Video 

Video Controller 


ATI RADEON VE 

Video Memory 


16384 KB 


各項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Video 


ビデオコントローラの名称を表示します。 

Video Memory 


搭載されているビデオメモリの容量を表示し 
ま4 〇 


[]： 出荷時の設定 


IDE Configuration Menu 

Main メニューの Device and I/O Ports サブメニューで 「IDE Configuration Menu」 を選択す 
ると、以下の画面が表示されます。 


IDE Configuration Menu 

Primary IDE Channel 

[Enabled] 

■ Master Device 


■ Slave Device 


Secondary IDE Channel 

[Enabled] 

■ Master Device 


■ Slave Device 



各項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Primary IDE Channel 

[ Enabled ] 

Disabled 

内蔵のプライマリ IDE デバイスの有効/無効を 
設定します。 

Master Device 


選択するとプライマリマスタデバイス（標準 
装備の DVD-R 〇 M ドライブ）の内容を表示し 
ます。（表示のみ） 

Slave Device 

— 

選択するとプライマリスレーブデバイスの内 
容を表示します。 

Secondary IDE Channel 

[ Enabled ] 

Disabled 

内蔵のセカンダリ IDE デバイス（未使用）の有 
効/無効を設定します。 

Master Device 

- 

選択するとセカンダリマスタデバイスの内容 
を表示します。 

Slave Device 

— 

選択するとセカンダリスレーブデノ '(イスの内 
容を表示します。 


[]： 出荷時の設定 























Date and Time 

Main メニューで 「Date and Time」 サブメニューを選択すると、以下の画面が表示されます。 


Date and Time 

Time 

[11:08:21] 

Date 

[05/08/2003] 


各項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Time 

HH : MM:SS 

時刻の設定をします。 

Date 

MM / DD/YY 

日付の設定をします。 
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System Security 

Main メニューで 「System Security 」 サブメニューを選択すると、以下の画面が表示されます。 

System Security 

■ Power-on Password 

■ Administrator Password 

各項目を選択するとサブメニューが表示されます。 


Power-on Password 

System Security サブメニューで 「 Power-on Password 」 サブメニューを選択すると、以下 
の画面が表示されます。 


Power-on Password 

Enter your new power-on Password twice. 

Enter power-on Password [ ] 

Enter power-on Password Again [ ] 

Change power-on Password 
Delete power-on Password 

Warning: 

Allowing the system to boot unattended 
with password SET could cause the keyboard 
and mouse to be unusable in certain 
operating systems. 

Allow for unattended boot with password [ On ] 


各項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Enter Power-on Password 

7 文字までの英数字 

パワーオンパスワードを入力します。 

Enter Power-on Password 
Again 

7 文字までの英数字 

設定したパワーオンパスワードの変更を保存 
します。パスワードを新規に登録した場合 
は、入力の後本メニューを選択し、 <Enter> 
キーを押してください。また、設定したパス 
ワードを有効にするためにはユーティリティ 
を終了する際に必ず変更内容を保存してくだ 
さい。 

Change Power-on Password 

— 

設定したパワーオンパスワードを変更します。 

Delete Power-on Password 


設定したパワーオンパスワードを削除します。 

Allow for unattended boot 
with password 

[On] 

Off 

「On」 に設定されていると起動後パワーオン 
パスワード入力を要求せずに〇 S 
を起動します。 

roffj に設定されていると起動後パワーオン 
パスワード入力が要求されます。 


[]： 出荷時の設定 
















パワーオンパスワードとアドミニストレータパスワードは、同一のものを使用できません。 


エッ^ 7 1春 「Allow for unattended boot with password 」 を 「 on 」 に設定すると、起動後パワーオ 
ンパスワード入力を要求せずに 0 S を起動します。また、いったん〇 S が起動されてしま 
うとキーボードのロックを解除することができません。キーボードをロックさせないた 
めには〇 S 選択画面でパワーオンパスワードを入力する必要があります。 


Administrator Password 

System Security サブメニューで 「Administrator Password 」 サブメニューを選択すると、 
以下の画面が表示されます。 


各項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Enter Administrator Password 

7 文字までの英数字 

アドミニストレータパスワードを入力します。 

Enter Administrator Password 
Again 

7 文字までの英数字 

アドミニストレータパスワードを再入力しま 
す。 

Change Administrator 
Password 


設定したアドミニストレータパスワードの変更 
を保存します。パスワードを新規に登録した場 
合は、入力後、本メニューを選択し、く Enter > 
キーを押してください。また、設定したパス 
ワードを有効にするためにはユーティリティを 
終了する際に必ず変更内容を保存してくださ 
し、。 

Delete Administrator 


設定したアドミニストレータパスワードを削除 

Password 


します。 

Power-on password 

[ No ] 

ユーザーでのパスワード変更の可否を設定し 

changeable by user 

Yes 

ます。 


[]： 出荷時の設定 


^ • パワーオンパスワードとアドミニストレータパスワードは、同一のものを使用できません。 

ェッ^ 7 1 • アドミニストレータパスワードを登録し、 「 Power-on password changeable by user 」 

を 「 No 」 (出荷時の設定)にしておくと、パワーオンパスワードで BIOS Configuration / 
Setup ユーテイリテイを起動すると 「System Summary 」 と 「System Information 」 のみ 
が表示されます。 「 Yes 」 にすると、その他に 「System Security -> Power on 
Password 」 のみが表示されます。 


Administrator Password 



Enter your new administrator password twice. 

Enter Administrator Password 

[ 

] 

Enter Administrator Password Again 

[ 

] 

Change Administrator Password 

Delete Administrator Password 

Power-on password changeable by user 

[No] 
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Start Options 

Main メニューで 「Start 〇 ptions」 サブメニューを選択すると、以下の画面が表示されます。 
各項目については次ページの表を参照してください。 


Start Options 

■ Startup Sequence Options 


Planar Ethernet PXD/DHCP 

[Planar Ethernet 1] 

PCI Device Boot Priority 

[Planar SCSI] 

Disketteless Operation 

[Enabled] 

Displayless Operation 

[Enabled] 

Keyboard less Operation 

[Enabled] 

Keyboard Numlock State 

[Off] 

USB Legacy 

[Enabled] 

Boot on POST /BIOS Error 

[Disabled] 

Boot Fail Count 

[Disabled] 

Rehook INT 19h 

[Disabled] 

Virus Detection 

[Disabled] 





項目 

パラメータ 

説 明 

Startup Sequence Options 

— 

選択するとサブメニューを表示します。 

Planar Ethernet PXE/DHCP 

[Planar Ethernet 1] 
Disabled 

標準搭載の LAN コントローラの PXE/DHCP の 
有効/無効を設定します。 

PCI Device Boot Priority 

[Planar SCSI ] 

Slot 1 

Slot 2 

Slot 3 

Slot 4 

Slot 5 

Slot 6 

標準搭載の SCSI コントローラと各 PCI ス□ッ 
卜の中で起動させたいデバイスを決定しま 
す。 

なお、 PCI ス□ットの起動優先順位はデフォル 
卜で PCI # 1 - PCI #2- PCI #3- PCI #4- PCI #5 
— PCI #6 の順です。 

Disketteless Operation 

[ Enabled ] 

Disabled 

フ□ッピーディスクドライブを使用しないで 
システムを運用するかどうかを設定します。 

Displayless Operation 

[ Enabled ] 

Disabled 

ディスプレイを使用しないでシステムを運用 
するかどうかを設定します。 

Keyboardless Operation 

[ Enabled ] 

Disabled 

キーボードを使用しないでシステムを運用す 
るかどうかを設定します。 

Keyboard NumLock State 

[ Off ] 

On 

システム起動後の NumLock の有効/無効を設 
正します。 

Boot on POST/BIOS Error 

[ Disabled ] 

Enabled 

POST でエラーを検出して SETUP メニューに 
移行した際に、 [ Enabled ] に設定すると3〇秒 
以内にキー入力がなければ〇 S を起動しま 
す。 [ Disabled ] に設定すると SETUP メニュー 
でキー入力待ちとなります。 

Boot Fail Count 

Enabled 

[ Disabled ] 

起動に失敗した回数のカウントの有効/無効 
を設定します。 [ Enabled ] に設定すると、3回 
続けて起動に失敗した時、 POST :062 エラー 
を検出して、 BIOS をデフォルトの設定に戻し 
ます。 

Rehook INT 19 h 

Enabled 

[ Disabled ] 

[ Enabled ] に設定すると、任意のアダプタに割 
り当てられていた INT 19 h の制御が戻さ 
れ、 INT 19 h は Boot の優先順位に従って該当 
するアダプタに割り当てられます。 

[ Disabled ] に設定してください。 

Virus Detection 

[ Disabled ] 

Enabled 

標準で組み込まれているウィルス検出プログ 
ラムの起動時の有効/無効を設定します。 


[]: 出荷時の設定 


91-0 • BIOS の設定をデフォルト値に戻したり、 CMOS の内容をクリアすると 、 rRehook 

Ema I NT 19 h 」 の設定は出荷時の内容には戻りません。 

• BIOS の設定をデフォルト値に戻したり、 CMOS の内容をクリアした後は 、 rRehook 
INT 19 h 」 を必ず上記の設定に変更し直してください。 
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Startup Sequence Options 


Startup Options サブメニューの 「Startup Sequence Options 」 サブメニューを選択する 
と、以下の画面が表示されます。 


Startup Sequence Options 

Primary Startup Seqence: 

First Startup Device 

[CD ROM] 

Second Startup Device 

[Diskette Drive 0] 

Third Startup Device 

[Hard Disk 0] 

Fourth Startup Device 

[Network] 

Wake On LAN 

[Enabled] 

Wake on Lan Startup Seqence: 

First Startup Device 

[Network] 

Second Startup Device 

[Diskette Drive 0] 

Third Startup Device 

[CD ROM] 

Fourth Startup Device 

[Hard Disk 0] 


各項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

First Startup Device 

Disabled 
DisketteDrive 0 

Hard Disk 0 

Hard Disk 1 
[CD ROM ] 

LS -120 

Network 

Boot デバイスの優先順位を設定します。 

1番目に優先されるデバイスを設定します。 
出荷時は 「 CD - R 〇 M 」 に設定されています。 

Second Startup Device 

Disabled 

[Diskette Drive 0] 
Hard Disk 〇 

Hard Disk 1 

CD ROM 

LS -120 

Network 

Boot デバイスの優先順位を設定します。 

2番目に優先されるデバイスを設定します。 
出荷時は 「Diskette Drive 0 J に設定されてい 
ます。 

Third Startup Device 

Disabled 

Diskette Drive 0 
[Hard Disk 0] 

Hard Disk 1 

CD ROM 

LS -120 

Network 

Boot デバイスの優先順位を設定します。 

3番目に優先されるデバイスを設定します。 
出荷時は 「Hard DiskO 」 に設定されていま 
す。 

Fourth Startup Device 

Disabled 

Diskette Drive 0 
Hard Disk 0 

Hard Disk 1 

CD ROM 

LS -120 

[ Network ] 

Boot デバイスの優先順位を設定します。 

4番目に優先されるデバイスを設定します。 
出荷時は 「 Network 」 に設定されています。 


[]： 出荷時の設定 


<次ぺージに続く > 













項目 

パラメータ 

説 明 

Wake On LAN 

[ Enabled ] 

Disabled 

ネットワークを介したリモートパワーオン機 
能の有効/無効を設定します。 [Enabled] に設 
定すると Wake on LAN スタート アップ シーケ 
ンスに従って Boot します。 

First Startup Device 

Disabled 

Diskette Drive 0 
Hard Disk 0 

Hard Disk 1 

CD ROM 

LS-120 

[Network] 

Wake On LAN を [Enabled] にした場合に有効 
となります0 Wake on LAN 時の1番目に優先 
されるデバイスを設定します。出荷時は 
「Network」 に設定されています。 

Second Startup Device 

Disabled 

[Diskette Drive 0] 
Hard Disk 0 

Hard Disk 1 

CD ROM 

LS-120 

Network Wake On LAN を [Enabled] にした場 
合に有効となります0 Wake on LAN 時の2番 
目に優先されるデバイスを設定します。出荷 
時は 「Diskette Drive 0」に設定されていま 
す。 

Third Startup Device 

Disabled 

Diskette Drive 0 
Hard Disk 0 

Hard Disk 1 
[CD ROM] 

LS-120 

Network 

Wake On LAN を [Enabled] にした場合に有効 
となります。 Wake on LAN 時の3番目に優先 
されるデバイスを設定します。出荷時は 「CD 
ROM」 に設定されています。 

Fourth Startup Device 

Disabled 

Diskette Drive 0 
[Hard Disk 0] 

Hard Disk 1 

CD ROM 

LS-120 

Network 

Wake On LAN を [Enabled] にした場合に有効 
となります。 Wake on LAN 時の4番目に優先 
されるデバイスを設定します。出荷時は 
「Hard Disk ◦」に設定されています。 


[]: 出荷時の設定 


EXPRESSBUILDER を起動する場合は、 Primary Startup Sequence: の設定は前ぺージに 
ぼエック| 7]^ す順番(出荷時の設定）にしてください。 
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Advanced Setup 

Main メニューで 「Advanced Setup」 サブメニューを選択すると、以下の画面が表示されま 
す0 


Advanced Setup 

Warning: 


Items on the following menus control 


advanced hardware features. If they 


are configured incorrectly, the system 


might malfunction. 


System Partition Visibility 

[Hidden ] 

SMP Expansion Module 2 State 

[Enabled] 

■ CPU Socket State 


■ Memory Settings 


■ CPU Options 


■ PCI Slot/Device Information 


■ Scalability Port Configuration 


■ ASM Settings 


■ Scalable partition Settings 



各項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

System Partition Visibility 

[ Hidden ] 

Visible 

システムパーティシヨン参照の可否を設定し 
ます。本設定は 「Hidden」 に設定してくださ 
い0 

SMP Expansion Module 2 
State 

[Enabled] 

Disabled 

増設 CPU メモリバックボードの有効/無効を設 
定します。増設 CPU メモリバックボードが搭 
載されていない場合は 「Disabled」 に設定さ 
れます。増設 CPU メモリバックボードで 
エラーを検出すると 「Disabled」 となり、シ 
ステムがら切り離されます。増設 CPU メモリ 
バックボード交換後は 「Enabled」 に設定し 
てエラーを解除し、システムを再起動させて 
ください。 

CPU Socket State 


選択するとサブメニューを表示します。 

Memory Settings 


CPU Options 

- 

PCI Slot/Device Information 


Scalability Port 

Configuration 


ASM Settings 


Scalable Partition Settings 

— 


[]： 出荷時の設定 

















CPU Socket Status 


Advanced Setup サブメニューで 「CPU Socket State 」 サブメニューを選択すると、以下の 
画面が表示されます。 


CPU Socket State 


Processor 1 

[Enabled] 

Processor 2 

[Enabled] 

Processor 3 

[Enabled] 

Processor 4 

[Enabled] 

Processor 5 

[Enabled] 

Processor 6 

[Enabled] 

Processor 7 

[Enabled] 

Processor 8 

[Enabled] 


各項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Processor 1 - 8 

[ Enabled ] 

Disabled 

CPU のエラーを検出すると 「Disabled」 とな 
り、システムから切り離されます。 CPU 交換 
後は 「Enabled」 に設定してエラーを解除 
し、システムを再起動させてください。 


[]： 出荷時の設定 


Memory Settings 

Advanced Setup サブメニューで 「Memory Settings 」 サブメニューを選択すると、以下の 
画面が表示されます。 


Memory Settings 

Memory Mirroring [Disabled] 

Memory Hot Add [Disabled] 

■ SMP Expansion Module 1 

■ SMP Expansion Module 2 
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各項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Memory Mirroring 

[Disabled] 

Enabled 

メモリミラーリング機能の有効/無効を設定 
します。 

[Enabled] に設定すると搭載されたメモリをミ 
ラーリンク'します。 

ただしミラーリングを行うとメモリ容量は搭 
載されている実メモリ容量の1/2になりま 
す。 

Memory Hot Add 

[Disabled] 

Enabled 

メモリ Hot Add 機能の有効/無効を設定しま 
す。 

SMP Expansion Module 1 

— 

選択するとサブメニューを表示します。 

SMP Expansion Module 2 


選択するとサブメニューを表示します。 


[]: 出荷時の設定 


• メモリ Hot Add 機能を有効にすると、システムの電源を〇 FF せずに、 DIMM を追加する 

|レ、卜| ことができます。メモリ Hot Add 機能はオペレーティングシステムが Windows Server 

2003の場合のみサボートします。 

• メモリ Hot Add 機能を使用する場合は 、 Memory Mirroring の設定を 「 Disabled 」 にしてく 
ださい。また、 DIMM を Hot Add したいメモリポートには DIMM が実装されていないこと 
が条件となります。将来的にメモリ Hot Add 機能の使用をお考えの場合、あらかじめ 
DIMM の搭載位置を変更しておく必要があります。詳しくは最寄りの販売店またはお買 
い求めの販売店にお問い合わせください。 

• メモリ Hot Replace 機能を使用する場合は 、 Memory Mirroring の設定を「 Enabled 」 にし 
てください。 

• メモリ Hot Replace 機能にて DIMM を交換される場合は、交換する前と同一のサイズ、 
クロックスピードのものにしてください。 


n-O システム起動時にメモリエラーを検出したり、搭載した DIMM がミラーリング機能に対応 
しない構成でメモリミラーリング機能を有効にした場合は、システム起動または再起動時に 
メモリミラーリング機能は無効になります。 


SMP Expansion Module 1 

Memory Settings サブメニューで 「SMP Expansion Module 1」サブメニューを選択する 
と、以下の画面が表示されます。 


SMP Expansion Module 1 

J01 and J03 

[Bank Is Enabled] 

J02 and J04 

[Bank Is Empty 

] 

J05 and J07 

[Bank Is Empty 

] 

J06 and J08 

[Bank Is Empty 

] 

J09 and J11 

[Bank Is Enabled] 

J10 and J12 

[Bank Is Empty 

] 

J13 and J15 

[Bank Is Empty 

] 

J14and J16 

[Bank Is Empty 

] 


















各項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

J01 and J03 

J02 and J04 

J 〇5 and J07 

J06 and J08 

J09 and J11 

JlOand J12 

J13and J15 

J14and J16 

Bank Is Enabled 
Bank Is Disabled 
Bank Is Empty 

標準搭載の CPU メモリバックボード上 
で DIMM のエラーを検出すると該当のバンク 
が 「Bank Is Disatiled」 となり、システムか 
ら切り離されます。 DIMM 交換後は 「Bank Is 
Enabled」 に設定してエラーを解除し、シス 
テムを再起動させてください。また、正常な 
バンクは 「Bank Is Enabled」 と表示され、何 
も実装されていないバンクは 「Bank Is 
Empty」 と表示されます。 


[]: 出荷時の設定 


SMP Expansion Module 2 

Memory Settings サブメニューで 「SMP Expansion Module 2」サブメニューを選択する 
と、以下の画面が表示されます。 


SMP Expansion Module 2 

J01 and J03 

[Bank Is Enabled] 

J02 and J04 

[Bank Is Empty 

] 

J05 and J07 

[Bank Is Empty 

] 

J06 and J08 

[Bank Is Empty 

] 

J09 and J11 

[Bank Is Enabled] 

JlOand J12 

[Bank Is Empty 

] 

J13and J15 

[Bank Is Empty 

] 

J14and J16 

[Bank Is Empty 

] 


各項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

J 01 and J 03 

J 02 and J 04 

J 05 and J 07 

J 06 and J 08 

J 09 and J 11 

J 1 〇 and J 12 

J 13 and J 15 

J 14 and J 16 

Bank Is Enabled 
Bank Is Disabled 
Bank Is Empty 

オプションの CPU メモリバックボード上 
で DIMM のエラーを検出すると該当のバンク 
が 「Bank Is Disabled」 となり、システムが 
ら切り離されます。 DIMM 交換後は 「Bank Is 
Enabled」 に設定してエラーを解除し、シス 
テムを再起動させてください。また、正常 
なバンクは 「Bank Is Enabled」 と表示され、 
何も実装されていないバンクは 「Bank Is 
Empty」 と表示されます。 


[]： 出荷時の設定 
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CPU Options 

サブメニューで 「 CPU 〇 ptions 」 サブメニューを選択すると、以下の画面が表示されます。 


CPU Options 

Hyper-Threading Technology 

[Disabled] 

System Cache Type 

[Write Back] 


各項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Hyper-Threading 

Technology 

[ Disabled ] 

Enabled 

Hyper-Threading Technology ネ幾肯 g の有交力/ 
無効を設定します。有効 (Enabled ) に設定 
すると、 ACPI モードにおいて Hyper - 
Threading Technology を1吏用し求す。ま 
た、〇 S からはプロセッサの数が実際に}答載さ 
れている数の倍の表示になります。 

Windows 200◦をインストールする場合は、 
「Disabled」 に設定してください。 
インストール後、本機能を有効にさせたい場 
合は、サービスパック2以降が適用されている 
必要があります。 

System Cache Type 

[Write Back] 

Write Through 

CPU のキャッシュのモードを設定します。 
「Write Back」 に設定するとシステム 
パフォーマンスが向上します。本項目は 
「Write Back」 固定で変更することはできま 
せん。 


[]： 出荷時の設定 


PCI Slot/Device Information 

Advanced Setup サブメニューで 「PCI Slot/Device ||^〇「17131:1〇11」サブメニューを選択する 
と、以下の画面が表示されます 。 PCI Slot Information サブメニューでは PCI ス□ットと、 
スロットに搭載したボードの情報を表示したり、構成を変更することができます。以下の画 
面は PCI Slot 1 に N 8103-56 SCSI コント□ーラ 、 PCI Slot 5 に N 8 104-103 1〇〇〇 BASE-T 
接続ボードを搭載した場合の例です。 PCI ボードが搭載されていないス□ットは 「Empty 
Slot 」 と表示されます。 


PCI Slot Information 


Slot 

Bus 

Dev 

Function 

Device type 

■ 

*0 

00 

00 

00 

Host Bridge 

■ 

1 

02 

01 

00 

SCSI Bus Controller 

■ 

2 

Empty Slot 




■ 

3 

Empty Slot 




■ 

4 

Empty Slot 




■ 

5 

07 

03 

00 

Ethernet Controller 

■ 

6 

Empty Slot 





PCI Device Information 

PCI Slot/Device Information サブメニューで 「PCI Device 时〇「17131:1〇门」サブメニューを選 
択すると、以下の画面が表示されます。スロット1を選択した場合を例にして説明します。 
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PCI Device Information 

Next Device Select: 

Previous Device Select: 

■ Display PCI Configuration Space Dump 

■ Set Device to System Generated Values 


Slot #: 

01 

Device Type: 

SCSI Bus Controller 

Bus#: 

02 

Device #: 

01 

Function #: 

00 

Vendor ID: 

1077 

Device ID: 

2200 

Revision #: 

05 

PF Status: 

Resources assigned OK 

Base Address Registers (Read Only): 

Base Address Register 0: 

00005001 

Base Address Register 1 : 

F0 420000 

Base Address Register 2: 

00000000 

Base Address Register 3: 

00000000 

Base Address Register 4: 

00000000 

Base Address Register 5: 

00000000 

IRQ Selection: 

IRQ Current Value: 

IRQ10 

IRQ New Value Select: 

[Sys Generated ] 

Latency Timer: 

Latency Timer Current Value(Hex): 

F0 

Do you want the system to assign a value? 

[YES] 

Latency Timer (Choice in Hex): 

Not Active 

ROM Segment Current Value: 

CD40 

Do you want the system to assign a value? 

[YES] 

ROM Segment New Value: 

Not Active 

Initial ROM Size(KB): 

44 

RunTime ROM Size(KB): 

00 

Device Enable/Disable: 

Option ROM Execution: 

[Enabled ] 

10 Decode Current Value: 

Enabled 

10 Decode New Value: 

[Enabled ] 

Memory Decode Current Value: 

Enabled 

Memory Decode New Value: 

[Enabled ] 

Bus Master Decode Current Value: 

Enabled 

Bus Master Decode New Value: 

[Enabled ] 


5 システムのコンフイグレ—シヨン 
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各項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Next Device Select 

- 

同じス□ット内の次のデバイスの情報を表示 
します（表示のみ）。次に表示するデバイス 
がなければ一番初めのデバイスを表示しま 
す。 

Previous Device Select 

- 

同じス□ット内の前のデバイスの情報を表示 
します（表示のみ）。前に表示するデバイス 
がなければ最後のデノ \'イスを表示します。 

Display PCI Configuration 
Space Dump 


選択するとサブメニューを表示します。 

Set Device to System 
Generated Values 

Slot # 


選択した PC 1ス□ット番号を表示します 
(表示のみ）。 

Device Type 

- 

PCI デバイスのタイプを表示します（表示の 

み ） 〇 

Bus # 


選択したス□ットの PCI バスナンパを表示しま 
す（表示のみ）。 

Device # 

- 

PCI デバイスナンパを表示します（表示の 

み ） 〇 

Function # 

- 

PCI デバイスのファンクションナンパを表示し 
ます（表示のみ）。 

Vendor ID 


PCI デバイスのベンダ ID を表示します（表示の 

み ） 〇 

Device ID 

- 

PCI デバイスのデバイス ID を表示します（表示 
のみ）。 

Revision # 


PCI デバイスのレビジョンを表示します（表示 
のみ）。 

PF Status 

- 

PCI デバイスの P F の状態を表示します（表示 
のみ）。 

Base Address Registers 
(Read Only ) 


ベースアドレスレジスタに関する項目です。 

Base Address Register 〇〜 5 


PCI デバイスのべースアドレスレジスタを表示 
します（表示のみ）。アクティブになってい 
ないベースアドレスレジスタはグレーで表示 
されます。 

IRQ Current Value 

- 

PCI デバイスの IRQ を表示します。この値を変 
更したい場合は 、 Advanced Setup サブ 
メニューの 「PCI Bus Control 」 で変更できま 
す。 

Latency Timer 

- 

レイテンシタイマに関する項目です。 

Latency Timer Current 
Value ( Hex ) 


PCI デバイスで使用されるレイテンシタイマの 
値を表示します（表示のみ）。この値を変更 
したい場合は 、 Advanced Setup サブ 
メニューの 「PCI Bus Control 」 で変更できま 
す。 


<次ページに続く> 
























項目 

パラメータ 

説 明 

Do you want the system to 
assign a value ? 

[ Yes ] 

No 

「 Yes 」 を選択すると、システム ( POST ) は次 
の起動でレイテンシタイマの値を自動的に決 
定します。「 N 0」に設定するとシステムは次 
の起動時にレイテンシタイマの値を設定しな 
いため、次項で設定を行う必要があります。 

本設定は 「 Yes 」 に設定してください 0 

Latency Timer (Choice in Hex ) 


Do you want the system to assign a value を 
「 No 」 に設定した場合のみ有効になります。 

ROM Segment Current 

Value 

— 

搭載した PCI デバイスが ROM セグメントアド 
レスに適用しない場合は 「Not Active 」 と表 
示されます。適用する場合は、現状割り当て 
られている R 〇 M セグメントアドレスを表示 
し、次の項目で任意の値に設定することがで 
きます。 

Do you want the system to 
assign a value ? 

[ Yes ] 

No 

「 Yes 」 を選択すると、システム ( POST ) は次 
の起動で ROM セグメントアドレスの値を自動 
的に決定します。「 N 0」に設定するとシステ 
ムは次の起動時に ROM セグメントアドレスを 
設定しないため、次項で設定を行う必要があ 
ります。本設定は 「 Yes 」 に設定してください。 

ROM Segment New Value 

— 

Do you want the system to assign a valuer 
「 No 」 に設定した場合のみ有効になります。 

Initial ROM Size ( KB ) 

— 

PCI デバイスのイニシャル ROM の値を表示し 
ます（表示のみ）。 

RunTime ROM Size ( KB ) 

Option ROM Execution 

[ Enabled ] 

Disabled 

PCI デバイスのオプション ROM 展開の有効/無 
効を設定します。ディスクアレイコント□一 
ラボードや SCSI コント□—ラボードがら〇 S 
を起動する場合は、これらのボードが取り付 
けられているスロットを 「 Enabled 」 に設定 
してください。オプション R 〇 M を搭載し 
た LAN ボードを搭載し、そこがらネットヮー 
クプートを行わない場合は、そのスロットを 
「 Disabled 」 に設定してください。 

オプション ROM を搭載しないデバイスは 
「Not Active 」 と表示されます。 

10 Decode Current Value 

— 

PCI デバイスの I / O の有効/無効を表示します 
(表示のみ）。 

10 Decode New Value 

[ Enabled ] 

Disabled 

PCI デバイスの l /〇の有効/無効を設定しま 
す。 

Memory Decode Current 
Value 

— 

PCI デバイスのメモリの有効/無効を表示しま 
す（表示のみ）。 

Memory Decode New Value 

[ Enabled ] 

Disabled 

PCI デバイスの l /〇、メモリ、 Bus マスタの有 
効/無効を設定します。 

Bus Master Decode Current 
Value 


PCI デバイスの Bus マスタの有効/無効を表示 
します（表示のみ）。 

Bus Master Decode New 
Value 

[ Enabled ] 

Disabled 

PCI デバイスの Bus マスタの有効/無効を設定 
します。 


[]: 出荷時の設定 
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Display PCI Configuration Space Dump 


PCI Device Information サフ、、メニューで 「Display PCI Configuration Space Dump 」 サフ、、メ 
ニューを選択すると、 PCI のコンフイグレーシヨン空間が表示されます(表示のみ）。 


Set Device to System Generated Values 

PCI Device Information サフ、、 メニューで Set Device to System Generated Values サフ、、 メ 
ニューを選択すると、以下の画面が表示されます。 

System Generated Request menu 

Set this PCI device to system generated values 
Keep changes made to save on exit. 


各項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Set this PCI device to 
system generated values 


<Enter> キーを押すと PCI デバイスをシステム 
で生成された値にセツトし直します。 

Keep changes made to 
save on exit. 

— 

<Enter> キーを押すと、この ユーティリティ 
を終了する際に変更したすべての内容を保存 
できるように保持します。 


Scalability Port Configuration 

Advanced Setup サブメニューで 「Scalability Port 0〇响9^^:1〇门」サブメニューを選択する 
と、以下のように Scalability Port の接続情報が表示されます。 


Scalability Port Connguration 

Node 0 Port 2 -> Node 1 Port 2 
Node 0 Port 1-> Node 1 Port 1 


■: 上記はオプションの SMP 拡張モジュールを増設している場合の表示例です。表示内容は構 

成によって異なります。 


















ASM Settings 

Advanced Setup サブメニューで 「ASM Settings 」 サブメニューを選択すると、以下の画面 
が表示されます。 


ASM Settings 

Reboot System on NMI 

[Enabled] 

NOTE: Changing any network setting 


WILL require a reboot of the ASM. 


ASM MAC Address 

00-09-6B-0A-78-6D 

DHCP IP Address 

000.00 〇 . 〇〇〇.〇〇〇 

DHCP Control 

[Use Static IP ] 

Static IP Settings 


Static IP Address 

[192.168.010.001] 

Subnet Mask 

[255.255.255.000 ] 

Gateway 

[ 000 . 000 . 000.000 ] 

OS USB Selection 

[Other OS] 

Save Values and Reboot ASM 



各項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Reboot System on NMI 

Disabled 

[ Enabled ] 

NMI 発生後、システムを再起動する/しない 
を設定します。 

ASM MAC Address 

— 

設定された ASM Mac アドレスを表示します 
(表示のみ）。 

DHCP IP Address 


設定された DHCP IP アドレスを表示します 
(表示のみ）。 

DHCP Control 

[Use Static IP ] 
TryDHCPthen 
use Static IP 

DHCP Enabled 

ASM への DHCP の有効/無効を設定します。 

Static IP Address 

[192.168.010.001] 

DHCP を無効に設定した場合は、 ASM IP アド 
レスを設定します。 

工場出荷時には左記のように設定されていま 
す。 

Subnet Mask 

[255.255.255.000] 

ASM のサブネットマスクのアドレスを設定し 
ます。工場出荷時には左記のように設定され 
ています。 

Gateway 

[〇〇〇.〇〇〇.〇〇〇.〇〇〇] 

ASM のゲートウェイ IP アドレスを設定しま 
す。工場出荷時には左記のように設定されて 
います。 

OS USB Selection 

[Other OS ] 

Linux OS 

ASM USB 機能を使用する場合の OS の種類を 
選択します 

Save Values and Reboot 
ASM 

— 

ここで設定した各項目の値を ASM へ保存しま 
す。 ASM への保存を反映させるため、 ASM は 
再起動されます。 


[]： 出荷時の設定 
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Scalable Partition Settings 


Advanced Setup サブメニューで 「Scalable Partition Settings 」 サブメニューを選択する 
と、以下の画面が表示されます。 

オプションの 16- Way アップグレードキットを使用して、2台のサーバを 16- Way 構成にする 
場合は、ここで設定を変更する必要があります(画面は1 6- Way 構成にした場合の例です）。 


Current Scalable Partition Settings 

Scalable System Configuration 

2 Chassis with 4 SMP Expansions 

Scalable Partition Configuration 

2 Chassis with 4 SMP Expansions 

Scalable Partition ID 

00000001 

Local Scalable node 

Primary 

Scalable Partition written by 

BIOS Configuration/Setup Menus 

■ Create Scalable Partition Settings 

Delete ALL Scalable Partition Settings 

■ Delete Local Scalable Partition Settings 



各項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

ScalableSystem 

Configuration 

— 

設定されたシステムの構成情報を表示します 
(表示のみ）。 

ScalablePartition 

Configuration 


設定されたパーティシヨンの構成情報を表示 
します（表示のみ）。 

Scalable Partition ID 

— 

設定されたパーティシヨンの ID を表示します 
(表示のみ）。 

Local Scalable Node 


□—カルの Node が Primary/Secondary のどち 
らであるかを表示します（表示のみ）。 

Scalable Partition written by 

— 

パーティシヨンの設定がどのツールで行なわ 
れたのかを表示します（表示のみ）。 

Create Scalable Partition 
Settings 


選択すると、サブメニューを表示します。 

Delete ALL Scalable 
Partition Settings 

— 

選択すると、すべてのスケーラプルパーティ 
シヨンの設定を削除します。 

Delete Local Scalable 
Partition Settings 


選択すると、サブメニューを表示します。 


]： 出荷時の設定 

















Create Scalable Partition Settings 

Advanced Setup サフ、、メニューで '「Create Scalable Partition Settings 」 サフ、、メニューを選 
択すると、以下の画面が表示されます。 


Create Scalable Partition Settings 

Scalable System Configuration 

[2 Chassis ] 

Scalable Partition ID 

[0001 ] 

Primary Scalable Mode 

[SMPIDO ] 

Secondary ASM Host Name 

[1 23456789 abcdefghijklmn ] 

Secondary in Scalable Partition 

[No ] 

RXE Port A Slot Count 

[0 ] 

Expantion Port A Destination 

[Primary Scalable Mode. Port A ] 

RXE Port B Slot Count 

[0 〆 

Expantion Port B Destination 

[Primary Scalable Mode. Port A ] 

Write Scalable Partition Settings 



各項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Scalable System 
Configuration 

1 Chassis 
[2 Chassis] 

スケーラプルシステムの構成を設定します。 

Scalable Partition ID 

最大 4 文字 

スケーラプルパーテイシヨン ID を設定します 
(4 文字以内の英数字）。 

注： 

スケーラブルシステム内でスケーラブルパー 
テイシヨン旧が重複しないよう注意してくだ 
さい。 

Primary Scalable Node 

[SMP IDO] 

SMP ID 2 

プライマリ SMP D を設定します。 

注： 

スケーラブルシステム内でプライマリ SMP 
旧が重複しないよう注意してください。 

Secondary ASM Host 
Name 

最大 32 文字 

セカンダリ ASM(SP) の IP アドレスまたはホス 
卜名 （32 文字以内の英数字）を設定します。 

Secondary in Scalable 
Partition 

[No] 

Yes, SMP IDO 

Yes, SMP ID 2 

セカンダリ SMP ID を設定します。 

:主 ■ 

スケーラブルシステム内でセカンダリ SMP 
ID が重複しないよう注意してください。 

RXE Port A Slot Count 

[〇] 

6 

12 

スケーラプルシステムに接続した PCI スロット 
拡張ユニットのポート A 側のスロット数を設 
正します。 

Expansion Port A 
Destination 

[Primary Scalable 
Node, Port A] 

Primary Scalable Node, 
Port B 

Secondary Scalable 
Node, Port A 
Secondary Scalable 
Node, Port B 

PCI スロット拡張ユニットのリモート管理コネ 
クタ(ポート A) の接続先を設定します。 

「RXE Port A Slot Count」 を 11 以外に設定し 
た場合のみ、本パラメータの設定が有効とな 
ります。 


[]： 出荷時の設定 
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項目 

パラメータ 

説 明 

RXE Port B Slot Count 

[〇] 

6 

12 

スケーラプルシステムに接続した PCI スロット 
拡張ユニットのポート B 側のスロット数を設 
疋します。 

Expansion Port B 
Destination 

[Primary Scalable 
Node, Port A] 

Primary Scalable Node, 
Port B 

Secondary Scalable 
Node, Port A 
Secondary Scalable 
Node, Port B 

PCI スロット拡張ユニットのリモート管理コネ 
クタ(ポート B) の接続先を設定します。 

「RXE Port A Slot Count」 を 11 0" 以外に設定し 
た場合のみ、本パラメータの設定が有効とな 
ります。 

Write Scalable Partition 
Settings 


変更したスケーラブルパーティションの設定 
内容を NVRAM へ保存します。 

スケーラブルパーティションが 2Node で構成 
されている場合は、設定内容はそれぞれ 
の Node に保存されます。 

設定を保存するスケーラプルパーティション 
は次に起動するパーティションとして設定さ 
れていることが必要です。 


[]: 出荷時の設定 


Delete Local Scalable Partition Settings 


Advanced Setup サフ、、メニューで 「Delete Local Scalable Partition Settings 」 サフ、、メニュー 
を選択すると、以下の画面が表示されます。 


Current Scalable Partition Settings 
Delete Scalable Partition Settings 

WARNING - ONLY Local scalable partition settings will be deleted. 
Remote Chassis scalable partion settigs will NOT be deleted. 

Press <Enter> to continue. 

Delete Local Scalable Partition Settings 


< Ente 「> キーを押すと、 NVRAM より□一カルなスケーラブルパーティションのみを削除し 
ます。現在のスケーラブルパーティションが2つのノードから構成されている場合は、□一 
カルなスケーラブルパーティションのノードのみが削除され、 PCI ス□ット拡張ユニット側 
のスケーラブルパーティションは削除されません。 

本装置は、次回に起動するパーティションとして別のスケーラブルパーティションが設定さ 
れるまで単独で起動します。 

















Error Logs 

Main メニューで 「Error Logs 」 サブメニューを選択すると、以下の画面が表示されます。 
それぞれのサブメニューについて選択すると以下の画面が表示されます。 


Error Logs 

■ POST Error Log 

■ System Error Loa 


POST Error Log 

POST 中に検出したエラーのうち、最新の3つのエラーを表示します。 <Ente「> キーを押す 
と、 POST エラー□グがクリアされます。 <Esc> キーを押すとこのメニューを終了し、 
POST エラー□グはそのまま残ります。 


POST Error Log 

Entry 1 : 

none 

Entry 2: 

none 

Entry 3: 

none 

Clear error logs 



System Error Log 


System Error Log 

Date/Time: 

2003/05/07 20:38:48 

DMI Type: 

Souse: 

SERVPROC 

Error Code: 

Error Code: 

Error Data: 

Remote Login Successful. Login ID: M USER ID 1 
from WEB browser at IP@=1 92.168.1 0.9& 

Error Data: 

This is the last error log entry. 

Press down arrow to see earlier entries. 

Clear error logs 



各項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

System Error Log 

— 

POST 中に SMI ハンドラやシステムサービス 
プロセッサで検出したイベントを Error Code: 
に表示します。はじめに最新のイベントを表 
示し、く t>、 < i >キーを使用して画面をスク 
□ールし、それ以前にエントリされたイベン 
卜を表示させます。<Ente^>キ_を押すとす 
ベてのイベント情報がクリアされます。 Error 
Code: に表示されるイベントは動作に支障の 
ない情報も表示されます。 
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Save Settings 

BIOS 〇〇加9ば31:1〇门/361:叩ユーティリティを終了せず、新たに選択した内容を CMOS メモ 
リ（不揮発性メモリ）内に保存する時に、この項目を選択します 。 Save Settings を選択する 
と、確認の画面が表示されます。ここで、く Ente 「> キーを押すと CMOS メモリ（不揮発性メモ 
リ）内に保存します。く Esc > キーを押すと BIOS Configuration / Setup ユーテイリテイの画面 
に戻ります。 


Restore Settings 

新たに CMOS メモリに値を保存する前に今回の変更を以前の値に戻したい場合は、この項目 
を選択します 。 Restore Settings を選択すると、確認の画面が表示されます。ここで、 

く Enter 〉 キーを押すと以前の値に戻ります。く Esc > キーを押すと BIOS Configuration / 
Setup ユーテイリテイの画面に戻ります。 


Load Default Settings 

BIOS Configuration / Setup ユーテイリテイのすべての値をデフォルト値に戻したい時に、 
この項目を選択します 。 Load Default Settings を選択すると、確認の画面が表示されます。 
ここで、く Enter 〉 キーを押すとデフォルト値に戻ります。 < Esc > キーを押すと BIOS 
Configuration / Setup ユーテイリテイの画面に戻ります。 

^ デフォルト値は出荷時の設定と異なります。デフォルト値にした後は、104ページ(設定内 
[|5^1容のセーブ関連)の説明を参照して出荷時の設定に直してください。 


Exit Setup 

BIOS Configuration / Setup ユーティリティを終わらせたい時にこの項目を選択します。こ 
こで、 rYes , exit the Setup Utility 」 を選択すると BIOS Configuration/Setup ユーティリ 
ティを終了します。もし 、 BIOS Configuration / Setup ユーティリティの内容を変更してい 
る場合には、以下のよラに変更内容を保存するかどラかの確認メッセージが表示されます。 
ここで、 「 Yes , save and exit the Setup Utility 」 を選択すると変更した内容を CMOS メモ 
リ内に保存して BIOS Configuration / Setup ユーティリティを終了し、本装置は自動的にシ 
ステムを再起動します。 「 N 〇 ， exit the Setup Utility without saving 」 を選択すると、変更 
した内容を保存しないで BIOS Configuration / Setup ユーティリティを終わらせることがで 
きます。 


Exit Setup 

Settings were chenged. 

Do you want to save them? 

Yes, save and exit the Setup Utility. 

No, exit the Setup Utility without saving. 
No, return to the Setup Utility. 












A A 

⑤ 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死 
亡するまたは重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご 
覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 


1. EXPRESSBUILDER を起動し、「ツールメニュー」 H " RAS ユーティリティ 」— 「BIOS Setup 情報の 
セープ」から、フロッピーディスクに BIOS Configuration / Setup ユーティリティの設定情報を保 
存する。 


2. 1章、19ぺージを参照して本装置の電源を〇 FF にして、電源コードをコンセントがら抜く。 

3. 2章を参照して本装置をラックから引き出す。 

4. 8章、278ページを参照してトップカバーを開く。 

5. 8章、318ページを参照して Fan 3 、 Fan 4を取り外す。 

6 . ジャンパスイッチの設定を変更する。 



• その他のジャンパの設定は変更しないでください。本装置の故障や誤動作の原因となりま 
す。 

• クリップをサーバ内部へ落とさないよう注意してください。 


CMOS メモリ•バスワードのクリア 


BIOS Configuration / Setup ユーティリティでは、本装置内部のデータを第三者から保護す 
るために独自のパスワードを設定することができます。万一、パスワードを忘れてしまった 
ときなどは、ここで説明する方法でパスワードをクリアすることができます。 

パスワードのクリアは、本装置の CMOS メモリに保存されている内容をクリアすることによ 
り実行されます。 

CMOS メモリに保存されている内容をクリアした後、 EXPRESSBUILDER から BIOS 
Configuration / Setup ユーティリティの設定情報を保存し直すことにより、パスワード以外 
の設定情報は CMOS メモリをクリアする前の状態に戻されます。 

11-0 CMOS メモリの内容をクリアすると BIOS Configuration / Setup ユーティリティの設定 

内容がすべてデフォルトの設定になり、出荷時の設定には戻りません。 CMOS メモリの内 
容をクリアした後は、出荷時の設定内容を反映させて設定し直してください。また時刻も設 
定し直してください （ 104ページ参照)。 

設定しているパスワードをクリアしてパスワードを無効にしたい場合は、 BIOS 
I レ、 jT | Configuration/Setup ューティリティからでも行えます。 

[System Security ]-^[ Power-on Password ]- ►ブランクに設定 
[System Security]—[Administrator Password ]- ►ブランクに設定 

CMOS メモリ（パスワード情報を含む)のクリアは l /〇ボード上のジャンパスイッチを操作し 
て行います。クリアする方法を次に示します。 

5 
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ジャンパスイッチは下図の位置にあります。 



J 19 の 1-2 ピンをショート： CMOS メモリの内容を保護する（出荷時の設定） 

J 19 の 2-3 ピンをショート： CM 〇 S メモリの内容をクリアする 

7. ジャンパスイッチの設定を保護に戻し、本装置を元どおりに組み立てて POWER スイッチを押す。 

8 . POST の画面上に「161 Bad CM 〇 S Battery 」 が表示されることを確認する。 

9. EXPRESSBUILDER を起動し、「ツールメニュー」叫" RAS ユーティリティ」 H"BIOS Setup 情報の 
リストア」から、手順1でフロッピーディスクに保存した BIOS Configuration / Setup ユーティリ 
ティの設定情報をリストアする。 

10. BIOS Configuration / Setup ユーティリティを起動し時刻とパスワードを設定し直す。 

11. 変更した内容を保存して BIOS Configuration / Setup ユーティリティを終了する。 
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SCSI コンフイクレーシヨン 

本ユーティリティは、システムに内蔵している SCSI コント□—ラの2つのチャネルについて、特別に転送 
速度やデータ幅などを変更したい時に実行します。本ユーティリティを立ち上げ構成変更したいチャネル 
を選択すると各チャネルに接続されているデバイスをスキャンし、各デバイスの特性(転送速度、データ幅 
など）を確認および変更することができます。またその他機能として、 「 Format 」、「 Verify」、「Restore 
Defaults 」 などができます。 

n -〇 本装置には、最新のバージョンのユーティリティがインス !- ールされています。このため設 
直 ^ 定画面が本書で説明している内容と異なる場合があります。本書と異なる設定項目について 
は、オンラインヘルプを参照するか、保守サービス会社に問い合わせてください。 

pi ： 本ューティリティはシステムに内蔵している SCSI コントローラのみについて使用します。 

オプションの scsi コントローラおよびに接続した scsi 装置に対する設定については、「才 
プションボードのコントローラに対する設定」を参照してください。 


—テイリテイの起動と設定変更 


ユーティリティの起動方法を次に示します。 

1. 周辺装置、本装置の順 (<_ 電源を〇 N にする。 

POST 画面に次のメッセージが表示されます。 

LSI Logic Corp . MPT IM BIOS 
Copyright 1995-2003 LSI Logic Corp . 
MPTBIOS - IM -5.03.11 
I build 

Press Ctrl-C to start LSI Logic Configuration Utility ... 


2. < Ct 「レキーを押しながら < C > キーを押す。 

SCSI コンフィグレーションユーテイリテイが起動し 、 「LSI Logic Host Bus Adapters 」 の画面 
が表示されます。 


LSI Logic MPT SCSI Setup Utility Version MPTBIOS-IM-5.03.11 
<Boot Adapter List> <Global Properties 〉 

LSI Logic Host Bus Adapters 


Adapter 

PCI 

Bus 

Dev/ 

Func 

Port 

Number 

IRQ 

NVM 

Boot 

Order 

LSI Logic 
Control 

Mirror 

Status 

<LSI1030 

1 

18> 

2000 

9 

Yes 

0 

Enabled 

— 

<LSI1030 

1 

19> 

2100 

9 

Yes 

1 

Enabled 

— 


Esc=Abort/Exit ArrowKeys=Select Item ■/+ =Change [Item] 

F2=Menu Home/End 二 Select Item Enter 二 Execute <ltem> 
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次のキーを使って操作します。 


• Esc -設定をキャンセルします。また、1つ前の画面に戻った 


り、ユーティリティを終了したりするときに押します。 
• カーソルキー-項目を選択するために力ーソルを移動させます。 

• -/+ -選択している項目の値(パラメータ）を変更します。 

• Home/End -項目を選択するために力ーソルを移動させます。 

• Enter -項目を選択します。 

• F 2 -力ーソルがメニューフイールドに移動し 、 「Boot 


Adapter List 」 メニューや 「Global Properties 」 メニュー 
を選択できます。 


Boot Adapter List 


「LSI Logic Host Bus Adapters 」 の画面でく F 2> キーを押してメニューフイールドに移動し 
た後 、 「Boot Adapter List 」 を選択すると以下の画面を表示します。 


LSI Logic MPT SCSI Setup Utility Version MPTBIOS-IM-5.03.11 


Boot Adapter List 


Insert 二 Add an adapter Delete=Remove an adapter 


Adapter 

PCI 

Dev/ 

Boot 

Current 

Next 


Bus 

Func 

Order 

Status 

Boot 

LSI1030 

1 

18 

[0] 

On 

On 

[On] 

LSI1030 

1 

19 

[1] 

[On] 


Esc=Abort/Exit ArrowKeys=Select Item -/+ =Change [Item] 

F2=Menu Home/End =Select Item Enter=Execute <ltem> 


參 Insert - Boot Adapter List (こ追力□するアタ、、プタを選択します。 

1/〇ボード上の SCSI コントローラ以外にアダプタが存在 
しなければ何も選択することはできません。 

• Delete -選択したコントローラを Boot Adapter List がら削除し 

ます。 














メニューと機能および選択できるパラメータは次のとおりです。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Boot Order 

[〇] 

SCSI コントローラの Boot 順位を設定しま 


[1] 

す。[〇]に力ーソルを合わせて < space > キー 
を押すと、表示されたコントローラ Boot 順 
位が入れ替わります。 

Next Boot 

[ On ] 

次回の起動時に選択したコント□ーラを有 


OFF 

効/無効とするかを設定します。 「 On 」 に設定 
してください。 


[]: 出荷時の設定 


Global Properties 

「LSI Logic Host Bus Adapters 」 の画面でく F 2> キーを押してメニューフイールドに移動し 
た後、く Global Properties >を選択すると以下の画面が表示されます。 


LSI Logic MPT SCSI Setup Utility Version MPTBIOS-IM-5.03.11 


Global Properties 


Pause When Boot Alert Displayed 

[No] 

Boot Information Display Mode 

[Verbose] 

Negotiate with Device 

[Supported] 

Video Mode 

[Color] 

Support Interrupt 

[Hook interrupt, the Default] 

〈Restore Default 〉 


Esc=Abort/Exit ArrowKeys=Select Item 

F2=Menu Home/End =Select Item 

■/+ =Change [Item] 
Enter=Execute <ltem> 
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メニューと機能および選択できるパラメータは次のとおりです。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Pause When Boot 

Yes 

POST 中に Boot Alert メッセージが表示され 

Alert Displayed 

[ No ] 

た場合、 P 〇 ST をいったん停止するかどうか 
を設定します。 

Boot Information Display 
Mode 

[ Verbose ] 

Terse 

「 Verbose 」 に設定してください 0 

Negotiate with device 

[ Supported ] 

All 

「 Supported 」 に設定してください。 

Video Mode 

Monochrome 

[ Color ] 

画面表示がカラーかモノクロかを設定しま 
す0 

Support Interrupt 

[Hook interrupt , 
the Default ] 

サポートする割り込み方法を設定します。 
設定を変更することはできません。 

Restore Default 


< Ente 「> キーを押すと、設定値を Default の 
値に戻します。 


[]: 出荷時の設定 


Adapter Properties 

l /〇ボードの SCSI コントローラにはチャネルが2つあります。チャネル 0( LSI 1030 1 18) 
は Ult 「 a 320 SCSI コネクタ（ハードディスクドライブ用）を、チャネル1 ( LSI 1030 1 19) は 
Ultra 320 SCSI コネクタ（外部 SCSI コネクタ用）を示します。 

「LSI Logic Host Bus Adapters 」 の画面で、設定したいチヤネルを選択すると 「Adapter 
卩「〇口6「1：匕」の画面が表示されます。 


LSI Logic MPT SCSI Setup Utility Version MPTBIOS-IM-5.03.11 


Adapter PCI Dev/ 

Bus Func 

LSI1030 1 18 


<Device Properties 〉 

<Mirroring Properties〉〈Synchronize Whole Mirror> 


Host SCSI ID 
SCSI Bus Scan Order 
Removable Media Support 
CHS Mapping 
Spinup Delay (Secs) 
Secondary Cluster Server 
Termination Control 
〈Restore Defaults 〉 


[ 7] 

[Low to High (O..Max)] 

[None] 

[SCSI Plug and Play Mapping] 
[ 2 ] 

[No] 

[Auto] 


Esc=Abort/Exit ArrowKeys=Select Item ■/+ =Change [Item] 

F2=Menu Home/End =Select Item Enter=Execute <ltem> 
















メニューと機能および選択できるパラメータは次のとおりです。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Device Properties 

— 

選択すると Device Properties サブメニュー 
が表示されます。 

Mirroring Properties 


本製品はこの機能をサポートしておりませ 
ん。選択しないでください。 

Synchronize Whole Mirror 

— 

選択できません。 

Host SCSI ID 

1 〜 [7] 〜 15 

コントローラの SCSI ID を設定します。 

「7」に設定してください。 

SCSI Bus Scan Order 

[Low to high 
( O .. Max )3 

High to Low ( Max .. O ) 

SCSI バスを Scan する順序を設定します。 

Removable Media Support 

[ None ] 

Boot Drive Only 

With Media Installed 

「 None 」 に設定してください。 

CHS Mapping 

[SCSI Plug and 

Play Mapping ] 
Alternate CHS 
Mapping 

[SCSI Plug and Play Mapping 」 に設定して 
ください。 

Spinup Delay ( Secs ) 

1 〜 [2] 〜 15 

ハードディスクドライブのスピンアップ待ち 
時間を設定します。 

Secondary Cluster Server 

[ No ] 

Yes 

「 No 」 に設定してください。 

Termination Control 

[ Auto ] 

SCSI バスの終端の設定を行います。設定の 
変更はできません。 

Restore Default 


< Ente 「> キーを押すと、設定値を Default の 
値に戻します。 


[]: 出荷時の設定 
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Device Properties 


力ーソルを 「 Device 卩「〇口 6 「 1 :匕」にあわせて<巳 1 ^ 6 「>キーを押すと、サブメニューが表示され 
ます。サブメニューにある項目はキーボードのカーソル (< 丨 >キー/<丨 >キー）で項目を選択 
してから、 < Ente 「> キーを押して変更する項目を決定します。パラメータの選択はカーソル 
(< I >キー/< t >キー ) を使用します。 


LSI Logic MPT SCSI Setup Utility Version MPTBIOS-IM-5.03.11 


Device Properties 
SCSI Device 

Identifier 

MB/Sec 

MT/Sec 

Data 

Scan 

Scan 

ID 

0 

SEAGATE 

ST 336732 LC 4101 

320 

[160] 

Width 

[16] 

ID 

[Yes] 

LUNs > 0 
[Yes] 

1 

■ 


320 

[160] 

[16] 

[Yes] 

[Yes] 

2 

■ 


320 

[160] 

[16] 

[Yes] 

[Yes] 

3 

■ 


320 

[160] 

[16] 

[Yes] 

[Yes] 

4 

■ 


320 

[160] 

[16] 

[Yes] 

[Yes] 

5 

■ 


320 

[160] 

[16] 

[Yes] 

[Yes] 

6 

■ 


320 

[160] 

[16] 

[Yes] 

[Yes] 

7 

LS11030 


320 

[160] 

[16] 

[Yes] 

[Yes] 

8 

IBM 

25P3495a S32011 

320 

[160] 

[16] 

[Yes] 

[Yes] 

9 

■ 


320 

[160] 

[16] 

[Yes] 

[Yes] 

10 

■ 


320 

[160] 

[16] 

[Yes] 

[Yes] 

11 

■ 


320 

[160] 

[16] 

[Yes] 

[Yes] 

12 

■ 


320 

[160] 

[16] 

[Yes] 

[Yes] 

13 

■ 


320 

[160] 

[16] 

[Yes] 

[Yes] 

14 

■ 


320 

[160] 

[16] 

[Yes] 

[Yes] 

15 

■ 


320 

[160] 

[16] 

[Yes] 

[Yes] 


Esc=Abort/Exit ArrowKeys=Select Item -/+ =Change [Item] 

Home/End =Select Item Enter=Execute <ltem> 







メニュー 内の機能と パラメータは 次の表のとおりです。 


項目 

パラメータ 

説 明 

MB / Sbc 

[320] 

160 

80 

40 

20 

20 

〇 

最大同期データ転送速度 ( MB / Sec ) を設定し 
ます。この領域はユーザーが設定をすること 
はできません。 MT / Sec、Data Width の設 
定を変更すると、この領域の値も変更されま 
す。 

MT/Sec 

[160] 

80 

40 

20 

10 

5 

〇 

最大同期データ転送速度 ( MT / Sec ) を設定し 
ます。 

Data Width 

[16] 

8 

データ転送幅を設定します。接続した SCSI 
機器が Wide SCSI に対応しているときは 
「16」に設定してください。対応していない 
場合や、 MT / Sec の値を40以下にた場合 
は、「8」に設定してください。 

Scan ID 

[ Yes ] 

No 

起動時に選択した ID を Scan する/しないを 
設定します。 

Scan LUNs >0 

[ Yes ] 

No 

「 Yes 」 に設定してください。 

Disconnect 

Off 

[ On ] 

「 On 」 に設定すると、選択した D の SCSI デバ 
イスのディスコネクト機能が有効になりま 
す。 

SCSI Timeout 

〇〜[1〇]〜 255 

SCSI バスタイムアウトの設定を行います。 
「1〇」に設定してください 

Queue Tags 

[ On ] 

Off 

「 On 」 に設定してください。 

Boot Choice 

[ No ] 

Yes 

選択した SCSI ID の装置を Boot デバイスとす 
るかどうかを設定します（八ードディスクド 
ライプの場合のみ）。 

Format 

く Format 〉 

選択したデバイスを□ーレベルでフォーマツ 
卜します。（ハードディスクドライプの場合 
のみ有効） 

Verify 

< Verify > 

選択したデバイスのすべてのセクタを比較 
(ベリファイ）し、不良なセクタがあればアサ 
インし直します。（八ードディスクドライブ 
の場合のみ有効） 

Restore Defaults 

<Restore Defaults 〉 

< Enter > キーを押すと、設定値を Default の 
値に戻します。 


[]: 出荷時の設定 
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設定した内容の保存 


Adapter Properties または 、 Device Properties の画面において各項目の設定を変更した場 
合は、以下の手順で設定した内容を保存します。 


< Esc > キーを押すと以下の画面が表示されます。 


LSI Logic MPT SCSI Setup Utility Version MPTBIOS-IM-5.03.11 


Adapter and/or device property changes have been made. 
〈Cancel Exit> 

Exit the Configuraiton Utility 
<Save changes then exit this menu> 

<Discard changes then exit this menu> 


Esc=Abort/Exit ArrowKeys=Select Item -/+ =Change [Item] 

Home/End =Select Item Enter=Execute <ltem> 


力ーソルキ ー(< 丨 >キー/< t >キー）で各項目を選択してから、 < Ente 「> キーを押します。 

■ Cancel Exit 

選択すると、ユーティリティの終了をキャンセルし 、 Adapter Properties または、 
Device Properties の画面に戻ります。 

■ Save changes then exit this menu 

選択すると、変更した内容を保存して LSI Logic Host Bus Adapters の画面に戻りま 
す。 

■ Discard changes then exit this menu 

選択すると、変更した内容を破棄して LSI Logic Host Bus Adapters の画面に戻りま 
す0 
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ーテイ 1 J テイの終了 


LSI Logic Host Bus Adapters の画面において、く Esc > キーを押すと以下の画面が表示さ 
れます。 


LSI Logic MPT SCSI Setup Utility Version MPTBIOS- 旧 - 5.03.11 


Are you sure you want to exit? 

〈Cancel Exit> 

<Exit the Configuraiton Utility> 

Save changes then exit this menu 
Discard changes then exit this menu 


Esc=Abort/Exit ArrowKeys=Select Item 
Home/End =Select Item 


-/+ =Change [Item] 
Enter=Execute <ltem> 


カーソルキ ー(< 丨 > キー/く丨 >キー）で各項目を選択してから、く Ente 「> キーを押します 

■ Cancel Exit 

選択すると、ユーティリティの終了をキャンセルし 、 LSI Logic Host Bus Adapters の 
画面に戻ります。 

■ Exit the Configuration Utility 

選択すると、 POST 実行画面に戻ります。 
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オプションポードのコントローラに対する設定 


オプションの SCSI コント□ーラボードに接続した SCSI 装置に関する設定はオプションの 
SCSI コント□ー ラボードに搭載されている SCSI BIOS ユーティリティを使います。 
詳しくはオプションの SCSI コント□ーラボードに添付のマニュアルを参照してください。 

複数の SCSI コント□ーラボードを増設しているときは、はじめにオンボード上の SCSI コン 
トローラに対する SCSI コンフィグレーションユーティリティの起動メッセージを表示後、 
増設した SCSI コントローラの数だけユーティリティの起動メッセージを表示します。起動 
メッセージは PCI #1— PCI #2— PCI #3— PCI #4— PCI #5— PCI #6 の順に表示されます。オプ 
シヨンによっては、画面の表示が異なる場合があります。詳しくは、 SCSI コント□ーラに 
添付の説明書を参照してください。 
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Remote Supervisor Adapter n(RSA n) 

ここでは、 RSA I (Remote Supervisor Adapter I :リモートスーパーバイザアダプタI)の機能と接続 
方法、使用方法について説明します。 


RSA n の機能 


RSA Iは以下の機能を持っています。 

-連続的な稼動状態の監視と制御 
-拡張事前障害解析 (PFA) 

—構成可能な通知と警報 

-イベント□グ ( NVRAM に格納され、 e-mail 警報に添付できる） 

- テキストコンソールリダイレクト 

- LAN、 シリアルによる RSA Iのリモートアクセス 
— Point-to-Point Protocol(PPP) サポー ト 
— SNMP(Simple Network Management Protocol) 

— DNS(Domain Name System)、DHCP(Dynamic Host Configurtion Protocol) 

- リモート電源制御 

- RSA I 設定値へのアクセス 

RSA I を使ラためには以下の準備が必要です。 

• LAN またはシリアルポートケーブルの接続 

• RSA I へのリモートアクセスに関する設定 

• RSA I のパスワードの設定 

RSA I は以下の5種類のインタフェースで接続できます。 RSA I の配線方法を説明しま 
す。次の表のよラに LAN 経由またはシリアル経由で接続できます。 


RSA n へのユーザ L インタフェース 

RSA n への接続 

設定方法 

ASM Web インタフェース 
( HTTP プロトコル） 

RSA I LAN ポート 
「RSA I への LAN 、 シリア 
ルポートがらの接続」を参照 

「ネットワ_クインタフ エー 

ス (Network Interfaces )」 を 
参照 

テキストによる 
ユーザ—インタフェース 

テキストによる 

ユーザーインタフェース（モデ'厶） 

RSA I シリアルポート 
「RSA I への LAN 、 シリア 
ルポートがらの接続」を参照 

「シリアルポート (Serial 

Port )」 を参照 

ASM Web インタフェース 
( PPP ( Point - to - Point ) Protocol ) 

を使用 

テキストによる 

ユーザーインタフェース ( PPP 上 
で TELNET プロトコルを使用） 
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イーサネツトリンクランプ 

イーサネット 
アクティビティランプ 




RSA n LAN ポートへの接続 


カテゴリー5の LAN ケーブルの一端を RSA I の LAN ポートに、もう一端をネットワークに 
接続してください。その後、イーサネットランプでネットワーク接続が機能していることを 
確認してください。 


RSA n シリアルポートへの接続 


シリアル ( COM ) ポートで接続するためには 、 RSA I Breakout ケーブルの RSA I シリアル 
ポート1または RSA I シリアルポート2にモデムケーブルまたはヌルモデムケーブルを接続 
します。 


RSA n への LAN / シリアルポートからの接続 


LAN / シリアルポートは下図に示す位置にあります。 
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ASM Web インタフェースを開いての基本機能設定 

ASM Web インタフェースを使用してリモートスーパーバイザアダプタ I にアクセスする方法を説明しま 
す0 


Internet Explorer などの Web ブラウザを 
開きます。アドレスフィールドまたは 
URL フィールドに、接続先のリモート 
スーパーバイザアダプタ I の IP アドレス 
またはホスト名を入力する。 

「ネツ トワークパスワードの入力 （Enter 
Network Password)」 ウィンドウが開き 
ます。 


ネットワークパスワードの入力 




ユ十名とパスヮードを入力してく技い0 
サイト： 192.168 .10.1 

領域 Local System 

：L ーザー名 ( U ) (USERID 

パスワ'-ド(£〉 |******** 

r 談脚 二咔膊 


キやン t) レ J 


* このウィンドウに表示されている値は1つの例です。 
実際の設定値は、これとは異なります。 




リモートスーパーバイザアダプタ II の IP アドレスは BIOS Configuration / Setup ユーテ イリ 
ティからも確認できます。詳細については129ぺージの 「ASM Settings 」 を参照してください 
(工場出荷時は「192.168.10.1」に設定されています）。 

ASM Web インタフェースで使用可能な Web ブラウザは以下のとおりです。 

- Microsoft Inernet Explorer Ver .5.5 以降 

- Netscape Navigator Ver .7.0 以降 

リモートスーパーバイザアダプタ II には、初期値としてユーザー名に 「 USERID 」、 パスワー 
ドに「 PASSWORD 」 （英数字の〇（才 一) ではなく数字の0(ゼロ））が設定されています。セキュ 
リティのために、ユーザー名、パスワードを初期値から変更されることをお勧めします。 
ユーザー名、パスワードはログインプロファイル （Login profile ) メニューから変更できます。 


2. 「ネットワークパスワードの入力 （Enter 
Network Password )」 ウインドウにユー 
ザー名とパスワードを入力する。 

リモートスーパーバイザアダプタ I を初 
めて使用する場合は、システム管理者が 
らューザー 名とパスワ ー ドを入手してく 
ださい。 

□グインは、イベントログすベて記録さ 
れます。ブラウザに welcome ページが表 
耶されます。 


Your session will expire witn inactivity and yoi 
below and click "Continue" to start your sessii 


rou will be reprompted for your login ID and password. Select the desired timeout parameter 


Inactive session timeout value: 

no timeout ^ 


Note: To ensure security and : 
main window. 

10 minutes 

15 minutes 

20 minutes 

「 Continue | 

cts, always end your sessions using the "Log Off" option in the navigation frame of the 


3. ドロップダウンリストに表示されるフィールドの中からタイムアウト値を選択する。 

ブラウザが非アクティプな状態になつてがらここで選択する時間が経過すると、リモートスー 
パ—バイ ザア ダプタ I が Web インタ フエー スを自動的にログオフします。 
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4. [続ける （Continue)] をクリツクしてセツ 
シヨンを開始する。 

ブラウザが 「システムステータス （System 
Status)」 ページを表示し、サーバ状況の 
概要が表示されます。 


ASM ウインドウのナビゲーシヨンフレー 
ムには次のナビゲーシヨンフレームリンク 
があり、これを使用してリモートスーパー 
バイザアダプタ I を操作したり、サーバの 
状況をチェックすることができます。 


• ナビゲーシヨンリンクをクリックすることにより表示される各設定画面においては、各 
項目の右側に表示される？マーク(青色)をクリックするとオンラインヘルプ画面が表示 
されます。 

• ほとんどのぺージに「構成サマリーの表示 （View Configuration Summary )」 リンクがあ 
り、これをクリックすると、リモートスーパーバイザアダプタ II がどのように構成さ 
れているかを簡単に見ることができます。 



システムステータス (System Status ) 


「システムステータス （System Status )」 ページではサーバの起動状況、温度、およびファン 
状況をモニターできます 。 ASM Web インタフェースは「システムステータス （System 
Status ) 」ぺージがデフォルトホームぺージになつています。 

システムステータスでサーバの状況をモニタ(監視)できる項目について説明します。 

サーバの状況 

画面を 「System Health Summary 」 セクションまでスク□—ルタ'ウンすると、サーバの状況 
に応じて次のメッセージが表示されます。 

• Server is operating normally 

• One or more monitored parameters are abnormal 


「Server is operating normally 」 というメッセージが現れると、モニタされたパラメータは 
正常に作動しています。 

rOne or more monitored parameters are abnormal 」 というメッセーソが出ると、モニター 
されたパラメータが動作保証範囲から外れて作動していることを表します。この場合、異常 
として検出されたパラメータのリストが次の項目内に表示されます。 

• Critical events 

• Warnings and System 
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画面を 「T emperatures 」 セクシヨンまでス 
クロー ルダウンします。リモート スーパー 
バイザアダプタ I は、 CPU などの シス テ 
ムコンポーネントや外気の温度状況およ 
び、しきい値を監視します。 

表示されている温度をクリックすると、 
「Temperature Thresholds 」 ウインドウが 
表示されます。 

「Temperature ThresholdsJ ^ VH ^ 
は、リモートスーパーバイザアダプタ I が 
監視する温度のしきい値を表示します。こ 
のしきい値は、リモートサーバ上であらか 
じめ設定されていて、変更することはでき 
ません。 

CPU 、 およびシステムについて報告された 
温度は、次のしきい値範囲と比較されます。 

• 警告リセット (Warning Reset) 



警告が送信された場合で、温度が警告リセット値より低い値に戻ると、サーバは温度が 
正常に戻ったものと想定し、それ以上アラートは生成されません。 


• 警告 (Warning) 

温度が指定された値に達すると、リモートアラート受信名に温度の警告が送信されま 
す。警告が送信されるようにするには、 「 AlertS 」 ページで「丁6171口6「31：11「6」オプションを 
選択する必要があります。 


• ソフ ト シャツ ト ダウン (Soft Shutdown) 


検出した温度が警告値より高い値に達すると、リモートアラート受信名に2番目の温度警 
告が送信され、サーバはオペレーティングシステムの正常シャツトタ'ウンを使用して 
シャツトタ'ウンプロセスを開始します。サーバはその後で、サーバ自身の電源を〇 FF に 
します。警告が送信されるようにするには、 「 Alerts 」 ぺージで「丁617^6「81：11阳」オプショ 
ンを選択する必要があります。 

• ハードシャツトダウン （Hard Shutdown) 

温度がハードシャツトタ'ウン値より高い値に達すると、システムはただちにシャツトタ' 
ウンし、アラートを送信します。警告が送信されるようにするには、 「 Alerts 」 ページで 
「 Temperature 」 オプシヨンを選択する必要があります。 


FAN 

画面を 「Fan Speeds 」 セクションまでスクロールタ'ウンします 。 ASM Web インタフェース 
は、システムファンの稼動状況(最大ファン速度のパーセントとして表されます）を表示しま 
す。ファン速度がしきい値を下回るか、あるいは停止した場合、ファン警告 （Multiple Fan 
Failure or Single Fan Failure ) を送信します。警告が送信されるようにするには、 「 Alerts 」 
ページで 「 Fan 」を選択する必要があります。 
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ィベントログ (Event Log) 


「イベントログ (Event Log )」 ウィンドウには、システムエラー□グおよび POST エラーログ 
に現在保管されている項目が表示されます。アダプターイベント□グには、すべてのリモー 
トアクセスおよびダイヤルアウトイベントについて、情報が記録されます。リモートスー 
パーバイザアダプタ I は、すべてのイベントにタイムスタンプを付けてイベント□グに記 
録します。 



また 、 Severity • Source • Date の3種の条件をトリガーに表示するイベント□グのフィルタ 
リングが可能です。 



Access Remote ASM 
▼ABM Control 

sysiem setting e 
Login Profiles 


Note: Hold down Ctri to select more lhan one option 
Hold down Shifl to select a range of options 


Filtere: S E RVP ROC,03C8/D4, Warning 


Index [Sew 厂 So nice 
1 「W : SERVPROC 
[ _ 2 W ISERVPROC 

W |SERVPROC 
\N ISERVPROC 


5 W ISERVPROC 


〇 3 汜 0/ 〇 4. 00:03:29 
03/D&TM. 07:03:34 


/Time [Texi 

U. 50.47 S/-tbtr Iju 75^ •'u l 

10:03:32 |S/&tgm log 75% full 

09:03:31 |S/stem log 75% full 

|S/stem log 75% full 


IS/stem log 75% full 


B W 
7 W 


'ISERVPROC Q3/Q&TM. CB:Q3:29 |System log 75% full 


/ [SERVPROC 03/08^,05:03:32 |Syst0m log 75% full 
B W ISERVPROC 03/08/04. D4:03:35 |s/stem log 75% full 
L? [SERVPROC 03/D8/D4• 03:03:35 |S/stem log 75% full 

-in I \ai locDv/DDr>^ mffioinyi m-no-or? icof. f..n 


イベント□グの内容がいっぱいになると、古いイベントが順に削除されます。 [Save Log as 
Text File ] をクリックすると、イベント□グの内容をテキストファイルに保存できます。 
[Clear Log ] をクリックすると、イベントログの内容が削除されます。次の手順を完了して、 
イベントログにアクセスしてそれを表示します。 

イベントログの表示は以下の手順で実行します。 

1. リモートスーパーバイザアダプタIに□グインする。 

2. ナビ ゲーシヨンフレームで [Event Log] をクリックして、 サーバの 最新のイベントヒストリーを 

表 る0 

3. スクロールダウンして、イベントログのすべてを表示する。 
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各イベントに与えられる重大度のレベルは、次のとおりです。 

• 情報 （ Informational) 


この重大度レベルは、注意が必要なイベントに割り当てられます。 

• 警告 (Warning) 

この重大度レベルは、サーバの性能に影響を及ぼす可能性があるイベントに割り当て6 
れます。 

• エラー （ Error) 

この重大度レベルは、即時に対応する必要のあるイベントに割り当てられます。 

ASM Web インタフェースは、警告イベントを、重大度カラムの中で無色の「 I 」マークが付い 
ているときは情報イベント、黄色の 「 W 」 マークが付いているときは警告イベント、赤色の 
「 E 」 マークが付いているときは エラー イベントとして識別します。 


Severity 

1 

|: 

Error 

Warnma 

Info 

- ! 
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重要プロダクトデータ (Vital Product Data) 


サーバが始動するとリモートスーパーバイザアダプタ I は、システム、 BIOS 、 およびサー 
パコンポーネントの重要プロダクトデータ （ VPD ) を収集して、 NVRAM に保管します。「重 
要プ□ダクトデータ （Vital Product Data )」 ページには、リモートスーパーバイザアタ'プタ 
I がモニタするサーバについて、重要な情報が表示されます。 


重要プ□ダクトは以下の手順で表示します。 


1. リモートスーパーバイザアダプタIに□グインする。 

2. ナビゲーシヨンフレームで [Vital Product Data] をクリックして、サーバ上のハードウェアおよ 
びソフトウェアコンポーネントの状況を表示する。 

3. スクロールタ''ウンして、 VPD 項目を表示する。 


• Machine level VPD 

サーバの VPD が表示されます。 

• Component level VPD 

リモート管理対象サーバのコンポーネントの VPD が表示されます。 

• Component Activity Log 

コンポーネントアクティビティーの記録を表示します。 

• POST/BIOS VPD 

リモート管理対象サーバの POST や BIOS のファームウェアコードの VPD が表示されま 
す。 

• Diagnostics VPD 

リモート管理対象サーバの Diagnostics のファームウェアコードの VPD が表示されます。 

• ASM VPD 

リモートスーパーバイザアダプタ I の VPD を表示します。 

• Integrated System Management Processor VPD 

リモートスーパーバイザアタ'プタ I のファームウエアコードの VPD が表示されます。 
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電源 / 再起動 （ Power/Restart) 


リモートスーパーバイザアダプタ I には完全リモート電源管理機能があり、サーバの電源 
を〇 N / OFF 、 および再起動できます。さらに、電源〇 N および再起動の統計値を取り込み、 
サーバのハードウエア可用性を表示します。 


Server Power/Restart Activity 

ナビゲーシヨンフレームで [ 卩〇 \^ 「 / 1 ^ 313 「 1 :] をクリックします 。 「Server Power/Restart 
Activity 」 が表示されます。 


Q 

Server Power / Restart Activity v 

Power: 

Off 

State: 

System power ofT/State unknown 

Restart count: 

303 

Power-on hours: 

17 hours 


• Power 

サーバの電源の状況を示します。 

• State 

この Web ページが生成された時点でのオペレーティングシステムの状態を表示します。 
表示される内容は次のとおりです。 

— System power off/State unknown 

— System In POST 

— Stopped in POST (Error detected) 

— Booted Flash or System partition 

— Booting OS or in unsupported OS 

— OS booted 

— CPU's held in reset 

• Restart Count 

サーバが再起動された合計回数を示します。 

• Power-on Hours 

サーバの電源が ON されていた合計時間数を示します。 
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Server Power/Restart Control 

画面をスクロールタ ' ウンし 、 「Server Power/Restart 0 〇门 1: 「〇 1 」を表示させます。 


0 

Server Power / Restart Control v 

Power On Server Immediately 
Power On Server at Specified Time 

Power Off Server Immediately 

Shut down OS and then Power Off Server 

Shut down 05 and then Restart Server 

Restart the Server Immediately 

Schedule Dailv/Weeklv Power and Restart Actions 


• サーバの電源を即時に ON (Power on server immediately) 

サーバの電源を〇 N にして、〇 S を起動するには、 [Power On Server Immediately] をク 
リックします。 

• サーバの電源を指定時刻に ON (Power on server at specified time) 

サーバの電源を指定時刻に〇 N にして、〇 S を起動するには、 [Power on server at 
specified time] をクリックします。 

• サーバの電源を即時に OFF(Power off server immediately) 

〇 S をシャットタ'ウンせずにただちにサーバを再起動するには、 [Restart the Server 
Immediately] をクリックします。 

• OS シャットダウン後にサーバの電源を OFF(Shutdown 0/S and then power off server) 

〇 S をシャットタ'ウンしてから、サーバの電源を〇 FF にするには、 [Shutdown 〇 /S and 
then Power Off Server] をクリックします。 

• OS シャットダウン後にサーバを再起動 (Shutdown 0/S and then restart server) 

〇 S を再起動するには、 [Shutdown 0/S and then Restart Server] をクリックします 0 

• サーバの即再起動 （Restart the server immediately) 

〇 S をシャットタ'ウンせずにただちにサーバを再起動するには、 [Restart the Server 
Immediately] をクリックします。 

• サーバを指定時刻に計画停止 • 起動 (Schedule Daily/Weekly Power and Restart 
Actions) 

〇 S のシャットタ'ウンと起動を毎日指定した時刻もしくは指定した曜日の時刻で行ラに 
は、 [Schedule Daily/Weekly Power and Restart Actions] をクリックします。 

參上記のオプションを選択した際は、確認メッセージが表示されるので、誤って選択して 
しまった場合に操作を取り消すことができます。 

• 上記のオプションを実行するには、リモートスーパーバイザアダプタ II に免 f して、 
Read / Write のアクセス権が必要です。特に〇 / S をシャットダウンするオプションではリ 
モートスーパーバイザアダプタ II はデバイスドライバを介してシステム管理ソフトウェ 
アと通信し、システム管理ソフトウェアがシャットダウン処理を開始します。 

















モート制御 (Remote Control) 


「リモート制御 (Remote Control )」 は、サーバに接続されたモニタ画面の表示や操作をリモー 
トコンソールから行うことを可能にします。 

リモートコントロールを実施するサーパに対し1台のリモートコンソールで行う場合は 「Start 
Remote Control in Single User Mode 」 を選択します。 

リモートコントロールを実施するサーバに対し複数台のリモートコンソールで行ラ場合は 
fStart Remote Control in Multi-user Mode 」 を選択します。 




[select File... 

Removable Drive (A:) ^ >r 一 — ^| 


! Video Speed (bps) i 


i , i 1 i r i 1 i * i 1 i , 

Ok 40k 100k 200k 300k 900k 1.5M 


i ❷ Ctrl+Alt+Del I Att+Tab | Caps Loch I NumLock j Prt 


半角/全角! I I 

麵 | 

.凍字,番每' _ 

:無変換 11 
i 致斑 <汝候補) jj 
前候補 J 

於 n 
多:タガナ| 

— … . .. •— 


Configuration/Setup Util 

System Sunnary 
System Infornation 
Deuices and 1/0 Ports 
Date and Tine 
System Security 
Start Options 
Aduanced Setup 
Error Logs 

Saue Settings 
Restore Settings 


_ ストト I I i mom ! i 岛扭□匕 1 j 


y a]SPupdaet.J 白文害ブラウ ...I f/JAcrobat | f]19Z168.1...J ffllC：¥WINN_. ||® 192.168 ... 


M 綱 g 


リモート制御を行うキーボードとマウスの設定は、上図リモートコンソール内の 
「卩「6ナ6阳门〇6」で行います。 


33358緣::ベ… 

Key Buttons | Keyboard Type | Mouse Sync | 


be trapped by your computer. Create and customize the remote console key buttons 
by typing a key into each box below. Click on Save Buttons when you are finished, and 
the customized buttons will appear on your console control bar. 

Simulate the Print Screen key by pressing and holding the P'key for 3 seconds. 


farl (Lett) + |Alt (Lett) + 


|Alt (Left) + |iab + 




|NumLock + 


" 一 Clear | 

" Clear j 

" .上」 | 

"Ctear」i 


Restore Defaults 


Cancel Changes I 


Key Buttons Keyboard Type | Mouse Sync | 

The keyboard selector enables you to select the keyboard type that will be emulated. 


：e 109-key keyboard 




劈釋レら'。.- - ‘ i ■□农 

Key Buttons | Keyboard Type FMottseSynoa . 

The mouse sync selector enables you to designate the key or mouse button to use 
in order to align the client and server mouse cursors with each other. When you 
need to synchronize the cursors, hold down the designated key or mouse Dutton and 
move the client mouse until the cursors are aligned. The server's mouse cursor 
will not move while the designated key or button is heJd down. 

Note that using the mouse sync key or button may have the effect of making it 
impossible to reach regions of the console with your mouse if a large correction is；, 
required, if necessary, close the Remote Control window and restart to.realign the 


::'卜.. 
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シリアルリダイレクト (Serial Redirect) 


ASM ウインドウのナビゲーシヨンフレームに [Serial Redirect] メニューが表示されますが、 
本装置ではこの機能をサポートしていません。 


PXE ネッ トワークプート (PXE Network Boot) 


ASM ウインドウのナビゲーシ ヨン フレームに [PXE Network Boot] メニューが表示されます 
が、本装置ではこの機能をサポートしていません。 


ファームウエアの更新 (Firmware Update) 


ASM ウインドウのナビゲーシヨンフレームに [Firmware Update] メニューが表示されます。 

リモートスーパーバイザアダプタ I のファームウェアをアップデートします。 

I n -0 アップデートは専門的な知識を持つ保守サービス会社の保守員が行いますので、保守員以外 
によるアップデートは絶対に行わないでください。もし保守員以外がアップデートを行った 
場合、その結果の影響については責任を負いかねますのでご了承ください。 


ASM のリモートアクセス (Access Remote ASM) 


ASM ウインドウの ナビ ゲーシ ヨン フレームに [Access Remote ASM] メニューが 表示され 
ますが、本装置ではこの機能をサポートしていません。 
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システム設定 (System Settings) 


一般情報の設定（リモートスーパーバイザアダプタ I の名前など）、アダプタの連絡先情報 
の設定、およびサーバの場所の設定を実施できます。 

次の手順でリモートスーパーバイザアダプタ I のシステム情報を設定します。 

1. システム情報を設定するリモートスーパーバイザアダプタ I に□グインする。 

2. ナビゲーシヨンフレームで 、 [System Settings ] をクリックする。 

ウィンドウが表示されます。 


ASM Information 



1. 「 Name 」 フィールドに、リモートスーパーバイザアダプタ I の名前を入力する。 

「 Name 」 フィールドを使用して、サーバのリモートスーパーバイザアダプタ I 名を指定します。 
アラートの発生源を識別するために、電子メール、 SNMP 、 およびページャなどのアラート通知 
にこの名前が記載されます。 

2. 「ID number 」 フィールドで、リモートスーパーバイザアダプタ I に固有の識別番号を割り当てる。 

3. 「 Contact 」 フィールドに、連絡先情報を入力する。 

このフィールドには最大47文字まで入力することができます。 

4. 「 Location 」 フィールドに、サーバの場所を入力する。 

このフィールドには、保守などの目的でサーバを検索するときに、即座にサーバがみつけられる 
よラ詳細に記載してください。 

5. 「 Host 〇 S 」 フィールドで、サーバで運用する〇 S を選択する。 

Linux 〇 S の場合はここの選択を [ Linux ] に設定してください。 Windows 等、それ以外の 0 S の場合 
は[〇 ther ] に設定します。リモートスーパーバイザアダプタ I が正しい機能を行えるよう、特に 
Linux デバイスやドライバをインストールする場合は、インストールする前にここの設定を Linux 
に設定してください。 

6 . ページの最後まで画面をスクロールし、 [ Save ] をクリックする。 
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Server Timeouts 


Server Timeouts * 

9 

POST watchdog 

|Disabled T | minutes 

0/S watchdog 

| Disabled minutes 

Loader watchdog 

| Disabled minutes 

Power off delay 

|l minutes 

NMI reset delay 

|Disabled minutes 


1. 「POST watchdog」 フィールドに、リモートスーパーバイザアダプタIが POST が終了するまで 
の待ち時間(分)を指定する。 

設定した時間内に POST が終了しながった場合は、リモートスーパーバイザアダプタIは POST 
timeout alert を生成してサーバを自動的に再起動します。いったんシステムが再起動されると、 
〇 /S がシャットダウンされシステムの電源が〇 FF されるまでは 「POST watchdog」 の設定は無効 
となります。 

2 . 「〇 /S watchdog」 フィールドに、リモートスーパーバイザアダプタIが、〇 S が正常に動作して 
いるかどうかをチェックする期間(分）を指定する。 

リモートスーパーバイザアダプタIからのチェックに対してサーバがらの応答がなければ、リ 
モートスーパーバイザアダプタIは〇 /S timeout alert を生成してサーバを自動的に再起動しま 
す。いったんシステムが再起動されると、〇 S がシャットダウンされシステムの電源が OFF される 
までは「〇 /S watchdog」 の設定は無効となります。 

3. 「Loader watchdog」 フィールドに、 POST 終了後から〇 S の口ードが完了するまでのリモートスー 
パーバイザアダプタIの待ち時間(分）を指定する。 

設定した待ち時間を越えると、リモートスーパーバイザアダプタIは Loader timeout alert を生 
成してサーバを自動的に再起動します。いったんシステムが再起動されると、〇 S がシャットダウ 
ンされシステムの電源が〇 FF されるまでは 「Loader watchdog」 の設定は無効となります。 

4. 「Power off delay」 フィールドに、〇 S のシャットダウン終了後からサーバの電源が OFF になるま 
での時間(分）を指定する。 

5. 「NMI reset delay」 フィールドに、 NMI が発生後、 0S が自動的に再起動されるまでの時間(分)を 
指定する。 

6 . ページの最後まで画面をスクロールし、 [Save] をクリックする。 










ASM Date and Time 


ASM Date and Time 

e 

Date (mm/dd/yyyy): 

04/19/2003 

Time (hh:mm:ss): 

10:02:45 

Set ASM Date and Time 


ASM Web インタフェースを起動したときの時間を表示します。リモートスーパーバイザア 
タブタ I 上の Real Time Clock ( RTC ) の設定が正しいかどうが確認できます。 

■ I ： 表示される時間はリモートスーパーバイザアダプタ 1 1の RTC (Real Time Clock ) に設定さ 
れている時間であり、サーバの1/〇ボード上の RTC に設定されている時間ではありません。 
リモートスーパーバイザアダプタ II の時間設定を行う場合は 、 [Set ASM Date and Time ] 
をクリックしてください。 


ログインプロファイル (Login Profiles) 


リモートスーパーバイザアダプタ I へのアクセスには12の□グインプロファイルを定義で 
きます。 

次の手順で□グインプ□ファイルを定義します。 

1. リモートスーパーバイザアダプタ I に□グインする。 

2. ナビゲーシヨンフレームで [Login Profiles ] をクリックする。 

Login Profile ウインドウに Login ID と Access が表示されます。 


Login Profiles ® 


To configure a login profile, click a link in the "Login ID" column. 


Login ID 

Access 

1 . 

USERID 

Read/Write 

2. 

〜 not used ~ 


3. 

〜 not used - 


4. 

- not used ~ 


5. 

~ not used ~ 


6. 

〜 not used - 


7. 

~ not used ~ 


8. 

~ not used - 


9. 

- not used - 


10. 

〜 not used - 


11. 

〜 not used - 


12. 

〜 not used ~ 



「Login Profiles 」 ウィンドウ内でそれぞれのログインプロファイルを表示、構成、変更を行いま 
す。 最大12の固有のプロファイルを定義で きます。 プロファイルが未構成の場合、デフォルト 
のプロファイルリンク名は 「not used 」 です。 
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3. 未使用の□グインプロファイルをクリックする。 

次のような個別のプロファイルページが表示されます。 



4. 「Login ID」 フィールドに□グイン名を入力する。 

■一 圆 

この Login ID はリモートスーパーバイザアダプタ II へのリモートアクセス権を与えるときに使 
用します。 

5. 「Password」 フィールドに□グイン ID のパスワードを割り当てる。 

パスワードは5文字以上で、そのうち1文字は英字以外の文字を使用してください。 

このパスワードはリモートスーパーバイザアダプタ II へのリモートアクセス権を与えるときに 
使用します。 

6 . 「Authority level」 フィールドで、 「Readonly」、「Read/Write」 または 「Custom」 のいずれかを選 
択して、□グイン ID のアクセス権を設定する。 「Custom」 を選択する場合は、さらに以下の詳細な 
レベルを選択する。 

• User Account Management 

• Remote Console Access 

• Remote Console and Virtual Media Access 

• Remote Server Power/Restart Access 

• Ability to Clear Event Logs 

• Adapter Configuration - Basic 

• Adapter Configuration - Networking & Security 

• Adapter Configuration - Advanced (Firmware Update, Restart ASM, Restore 
Configuration) 

7. 「Confirm Password」 フィールドに、パスワードをもう一度入力する。 

8 . [Save] をクリックして、□グイン ID の設定を保存する。 
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9. Login Profile ウインドウをスクロールタ'ウンする。 

「Global Login Settings 」 が表示されます。ここで設定する内容はすべての□グインプロファイル 
へ適用されます。 


Global Login Settings ® 


These settings apply to all login profiles. 


User authentication method 

I Local only 

Logins through a modem connection 

| Disabled v 

Lockout period after 5 login failures 

丨 2 滅 1 minutes 

Web inactivity session timeout 

| User picks timeout v 


10. 「User authentication method 」 フイールドで 、 「Local only」 、 「LDAP only」 、 「Local rirst , then 
LDAP 」 または 「LDAP first , then Local 」 のいずれかを選択して、□グイン ID 時の認証方法を設定 
する。 

11. 「Logins through a modem connection 」 フイールドで、厂 Disable 」 または 「 Enable 」 のいずれが 
を選択して、 PPP ユーザがモデム経由でリモートスーパーバイザアダプタ I へダイヤルインする 
ことを許可する。 

12. リモートスーパーバイザ I への□グインが連続して5回失敗した場合に、その後の□グインを受 
け付けない時間の設定を 「Lockout period after 5 login failures 」 フイールドで行う。 

時間の選択は「〇、1、2、3、4、5、7、1〇、15、2〇、3〇、6〇、12〇、18〇、24◦分」の中がら 
言文定して、た cf し"'。 

1 3. R/Veb inactivity session timeout 」 フイー J レドで 、 M minute 」、 「5 minutes 」、 「1〇 minutes 」、 
「15 minutes 丄「20 minutes」、「No timeout 」 または 「User picks timeout 」 のいずれかを選択し 
て、□グイン後のリモートスーパーバイザアダプタ I の Web 放置によるタイムアウト時間を設 
定する。 

14. [ Save ] をクリックして 、 Global Login Settings の設定を保存する。 
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アラート (Alerts) 


リモートスーパーバイザアダプタ I では、さまざまな状態に対するアラートを設定できま 
す。「アラート ( Alerts )」 をクリックするとアラートの標準値を設定できます。アラートには 
リモートアラート受信側、アラート試行回数、リモートアラートの発生原因、および□一力 
ルアラートがあります。 


Remote Alert Recipients 

ASM ウィンドウのナビゲーションフレームのメニューで [ Alerts ] を選択すると本セクション 
が表示されますが、本装置ではこの機能をサポートしていません(本機能はソフトウェア 
「 ESMPR 〇」でサポートしています。詳細は191ページを参照してください）。 


Alert Forwarding 

ASM ウインドウのナビ ゲーシ ョン フレームのメニューで [ Alerts ] を選択して スクロール ダウ 
ンすると本セクションが表示されますが、本装置ではこの機能をサポートしていません(本 
機能は ソフ トウェア 「 ESMPRO 」 でサポートしています。詳細は191ページを参照してくださ 
い）〇 


リモートアラート試行回数の設定 

次の手順でリモートスーパーバイザアダプタ I がアラートを送信するときの試行回数を設 
定します。 

1. リモートスーパーバイザアダプタ I に□グインする。 

2. ナビゲーシヨンフレームで [ Alerts ] をクリツクし 、 「Global Remote Alert Settings 」 の項目まで 
画面をスクロールタ'ウンする。 


Global Remote Alert Settings ® 

These settings applv to all remote alert recipients. 

Remote alert retry limit [5 v ] times 
Delay between entries 10.5 v l minutes 

Delay between retries 10.5 minutes 

□ Include event log with e-mail alerts 
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— Remote alert retry limit 

リモートスーパーバイザアダプタ I が受信側にアラートを送信する試行回数を設定します。 
— Delay between entries 

複数の受信側がある場合、リモートスーパーバイザアタ'プタ I が次の受信側にアラートを送 
信するまでの間隔(分） 

— Delay between retries 

リモートスーパーバイザアダプタ I が受信側にアラートを送信するときの再試行の間隔(分) 
を設定します。 

3. 「Include Event Log With E-mail Alerts 」 チェックボックスを選択する。 

すべての電子メールアラート通知に口ーカルイペントログを添付します。イベントログは新しい 
イペント情報の要約を提供するので即座の問題識別やリカバリに効果的です。 

4. ページの最後までスクロールし、 [ Save ] をクリックし、設定を保存する。 

U モー ト アラー トの設定 

次の手順で送信するリモートアラートを選択します。 

1. リモートスーパーバイザアダプタ I に□グインする。 

2. ナビゲーシヨンフレームで [ Alerts ] をクリックし 、 「Monitored Alerts 」 の項目まで画面をスクロー 
ルタ'ウンする。 

3. 監視するリモートアラートを選択する。 

リモートアラートは次の重大度レベルがあります。 

—重大アラート (Critical Alert ) 

サーバが機能を停止したことを示すイペントについて生成される 。 「Select all critical alerts 」 
チェックボックスを選択すると、すべての Critical Alert が送信される。 

—警告アラート (Warning Alert ) 

重大レベルまたはエラーレベルに発展する可能性があるイベントについて生成される。 

「Select all warning alerts 」 チェックボックスを選択すると、すべての Warning Alert が送信 
される。 

—システムアラート （System Alert ) 

システム エラー の結果として発生するイベントについて生成される。 

「Select all system alerts 」 チェックボックスを選択すると、すべての System Alert が送信さ 
れる。 

4. ページの最後までスクロールし、 [ Save ] をクリックし、設定を保存する。 
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リモートローカルイベントの設定 

次の手順で送信するリモート□一カルイベントを選択します。 

1. リモートスーパーバイザアダプタ I に□グインする。 

2. ナビゲーシヨンフレームで [ Alerts ] をクリックし 、 「Monitored Local Events 」 の項目まで画面を 
スクロールダウンす る。 

3. 監視するリモート□一カルイペントを選択する。 

アラート以外に発生する口ーカルイベントについて生成されます。 

「Select all local events 」 チェックボックスを選択すると、すべての Local Events が送信されま 
す。 

4. ページの最後までスクロールし、 [ Save ] をクリックし、設定を保存する。 


シリアルポート (Serial Port) 


リモートスーパーバイザアダプタ I に接続される RSA I Breakout ケーブルにある内蔵シ 
リアルポートの通信速度およびモデムの設定値を設定します。本シリアルポートはシステム 
管理専用であり、リモートスーパーバイザアダプタ I 専用になるので、ダイヤルインおよ 
びダイヤルアウトのアラート処理は常時利用できます。 

n -〇 本シリアルポートは、オペレーティングシステムとの共有はできません。本シリアルポート 
のオペレーティングシステムへの接続は絶対に行わないでください。もし接続しオペレー 
ティングシステムで運用された場合、その結果の影響については責任を負いかねますのでご 
了承ください。 

次の手順でシリアルポートの設定を行います。 

1. リモートスーパーバイザアダプタ I に□グインする。 

2. ナビゲーシヨンフレームで [Serial Port ] をクリックする。 

以下のウィンドウが表示されます。 


Serial Port 1 (C0M1)® 


Port function 

Modem alerting y] 

Baud rate 

157600 v 

Parity 

NONE 


Stop bits 

h 

ii | 

Advanced Modem 

Settinas 

PPP Settings 

Serial Port 2 (COM2) 

e 


Port function 

| ASM interconnect vj 
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3. Serial Port 1 (COM 1) の 「Port function 」 フイールドで、 [ PPP ] を選択する。 
[Modem alerting ] および [Serial redirect ] での使用はサボートしていません。 


本シリアルポートは、 Port 1 ( COM 1) を PPP 接続でのみサポートします。また複数の装置を連 
結してシリアルポートをデュアル接続する際に使用する Port 2( COM 2) は、サボートしていま 
せん。 


4. 「Baud rate 」 フィールドで転送速度を [57600] に選択する。 

5. 「 Parity 」 フィールドでシリアル接続に使用するエラー検出を [ NONE ] に選択する。 

6 . rstop bits 」 フィールドでデータおよびパリティビットの後に転送の終了を示すために追加する 
データ終了1ビットの数量を設定する。 

7. 「PPP Settings 」 のリンクで Point - to-Point Protocol の設定を行う。 

8 . [ Save ] をクリックし、設定を保存する。 

9. ナビゲーシヨンフレームで [Restart ASM ] をクリックして、変更を有効にする。 


ポートアサイメント （Port Assignments) 

ASM ウィンドウのナビゲーシ ヨン フレームに [Port Assignments ] メニューが 表示されます 
が、ネットワークの [ HTTP ]、[ HTTPS ]、[ Telnet]、[SNMP Agent]、[SNMP Traps ] の各 
値を設定します。工場出荷時には以下の値で設定されています。 
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— ス （Network Interfaces) 


リモートスーパーバイザアダプタ I では、 LAN 接続または PPP ( Point - to-Point Protocol ) 
を使用したリモートアクセス接続を構成できます。これにより、 Web ブラウザまたは Telnet 
アプリケーションを使用したリモートアクセスを実行できます。 

次の手順でリモートスーパーバイザアダプタ I のネットワークインタフェースを設定しま 
す。 

1. ネットワークインタフェースを設定するリモートスーパーバイザアダプタ I に□グインする。 

2. ナビゲーシヨンフレームで 、 [Network Interfaces ] をクリックする。 


Ethernet 

次の手順で Ethernet の設定します。 


Interface 

DHCP 


[Enabled 

[Disabled - Use static IP confiquration 


Currently the static IP configuartion is active for this interface. 
Tins static configuration is shown below. 


[ASMAOOODB 046021 F 


Static IP Configuration 

IP addrass [l92.168.1D.2 

Subnet mask [255.255.255.0 


Gateway address [0.0.0.0 




IP Confiauration Assigned by DHCP Server 


Advanced Ethernet Setug 


1.「 Interface 」 フイールドが、 [ Enabled ] になっていることを確認してくださし、 



Interface フイールドは絶対に [ Disabled ] に設定しないでください。 [ Disabled ] に設定する 
と 、 RSA n LAN コネクタのインタフェースが無効となり、すべてのリモートスーパーバイザ 
アダプタ n の機能が使用できなくなります。 

2. 「 DHCP 」 フイールドは 、 [Disabled - Use static IP configuration ] を選択する。 

工場出荷時は [ Disabled ] に設定されています。 

3. 「Host nsime 」 フイールドに、リモートスーパーバイザアダプタ I のホスト名を入力する。 

デフォルトの設定値は ASMA に続けて MAC アドレスです。（例: ASMA 000 D 604602 1 F ) 

4. 「 Location 」 フイールドに、サーバの場所を入力する。 

このフィールドには、保守などの目的でサーバを検索するときに、即座にサーバがみつけられる 
よラ詳細に記載してください。 
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5. Static IP Configuration の 「IP Address 」 フイールドで、リモートスーパーバイザアダプタ I の 
IP アドレスを設定する。 

リモートスーパーバイザアダプタ II の IP アドレスは BIOS Configuration / Setup ユーテイリテイ 
からも設定できます。詳細については129ぺージの 「ASM Settings 」 を参照してください(工場出 
荷時は「192.1 68.1 0.1」に設定されています)。 

6 . 「Subnet mask 」 フイールドで、リモートスーパーバイザアダプタ I のサブネットマスクを設定 
する。 

デフォルトの設定値は [255.255.255.0] です。 

7. rGateway address 」 フイールドで、ゲートウェイの IP アドレスを設定する。 

8 . さらに詳細な設定が必要な場合は、リンクの 「Advanced Ethernet Setup 」 で設定する。 

9. ページの最後まで画面をスクロールし、 [ Save ] をクリックする。 

10. ナビゲーシヨンフレームで [Restart ASM ] をクリックして、変更を有効にする。 

PPP over Serial port! 


次の手順で PPP over Serial port 1 の設定します。 


PPP over Serial Port 1 ® 

Interface 

Local IP address 

Remote IP address 

Subnet mask 

Authentication 

Disabled jv 

192.96 .1.1 

192.96 .1.2 

255.255 .255.255 

CHAP then PAP ^ 


1 . 「 Interface 」 フィールドで、 [ Enable ] を選択して 、 RSA I Breakout ケープルのシリアルポート1 
( COM 1) を有効設定する。 

デフォルトの設定値は [ Disable ] です。 

2. 「Local IP Address 」 フィールドで、口ーカル IP アドレスを設定する。 

デフォルトの設定値は [192.96.1.1] です。デフォルト値またはその他の値も使用できますが、シ 
ステムがネットワークに接続できる値に設定してください。デフォルトの IP アドレス ( Local と 
Remote ) は容易に再構成できます。 

3. 「Remote IP Address 」 フィールドで、リモートスーパーバイザアダプタ I がリモートユーザへ 
アサインする IP アドレスを設定する。 

デフォルトの設定値は [ 1 92.96.1.2] です。 

4. 「Subnet mask 」 フィールドで、リモートスーパーバイザアダプタ I のサブネットマスクを設定 
する。 

デフォルトの設定値は [255.255.255.255] です。 
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5. 「 Authentication 」 フィールドで 、 [CHAP then PAP ] 選択して、□グイン ID 時の認証方法を設定 
する。 

デフォルトの設定値は [CHAP then PAP ] です。このフィールドの値はクライアントの設定値と 
同じにしてください。 

6 . ページの最後まで画面をスクロールし、 [ Save ] をクリックする。 

7. ナビゲーシヨンフレームで [Restart ASM ] をクリックして、変更を有効にする。 


ットワークプロトコル (Network Protocols) 


ホスト名を IP アドレスに変換するには、ドメインネームシステム （ DNS ) サーバのセットアッ 
プを使用します。メールサーバで電子メールのアラートを構成するには、 SMTP (Simple 
Mail Transfer Protocol ) のセットアップを使用します 0 SNMP (Simple Network 
Management Protocol ) のセットアップでは、コミュニティを定義して SNMP トラップの送 
信および SNMP エージエントの設定ができます。 

SNMP を構成する 

1. リモートスーパーバイザアダプタ I に□グインする。 

2. 「システム設定 (System Settings )」 の ASM Information で、システム連絡先とシステム場所情報 
を設定する（詳細については159ページをご参照ください）。 

3. ナビゲーシヨンフレームで [Network Protocols ] をクリックする。 

以下のウィンドウが表示されます。 

A 

Simple Network Management Protocol (SNMP) w 

SNMP agent I Disabled 
SNMP traps 「Enabled 二 J 

Community Name Host Name or IP Address 

I i.l 

2 . [~ 

3. | 

I I 1.1 

2. 口 

3. | 

I I 1-1 I 

2 . 口 

3. [ ] 




















4. rSNMP Agent 」 および 「SNMP Traps 」 フィールドを使用可能にする。 

「SNMP Agent 」 フィールドを使用可能にすると、ネットワーク上の SNMP コミュニティにアラー 
卜が転送されます。 SNMP エージェントを使用可能にするには、次の条件を満たす必要がありま 
す。 

—システムの連絡先が「システム設定 (System Settings )」 の ASM Information で指定されてい 
る。 

—システムの場所が「システム設定 (System Settings )」 の ASM Information で指定されている。 
-1つ以上のコミュニティ名が指定されている。 

-そのコミュニティに1つ以上の有効な IP アドレスまたはホスト名 ( DNS が使用可能になって 
いる場合）が指定されている。 



通知方法を SNMP にしているアラート受信側は、 SNMP トラップと SNMP エージェントの両 
方が使用可能になっていない限り、アラートを受信できません。 

5. コミュニティをセットアップして SNMP エージェントと SNMP マネージャーとの間の管理関係を 
1つ以上定義する。 

それぞれの コミュニティ 定義は、次のパラメーターから構成されます。 

— Name 
— IP address 

6 . 「Community Name 」 フィールドに、目的のコミュニティに対応する名前または認証ストリングを 

力する。 

7. 「Host Name or IP Address 」 フィールドに各コミュニティマネージャのホスト名または IP アド 
レスを入力する。 

8 . 「Domain Name System ( DNS )」 セクションまでスクロールする 0 
次のウィンドウが表示されます。 



9. ネットワーク上で DNS サーバが使用できる場合は、 「 DNS 」 フィールドで DNS を使用可能にする。 

「 DNS 」 フィールドでは、ホスト名を IP アドレスに変換するためにネットワーク上で DNS サーバを 
使用するかどうかを指定します。 
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10. DNS を使用可能にした場合は、 「DNS Server IP Address」 フィールドに最大3台の DNS サーバに 
ついての IP アドレスを入力する。 

「DNS」 フィールドは、ネットワーク上の最大3台の DNS サーバの IP アドレスを指定します。 

11. ページの最後までスクロールし、 [Save] をクリックし、設定を保存する。 

12. ナビゲーションフレームで [Restart ASM] をクリックして、変更を有効にする。 

SMTP を構成する 

次の手順を完了して、 SMTP サーバの IP アドレスまたはホスト名を指定します。 

1. リモートスーパーバイザアダプタIに□グインする。 

2. ナビゲーションフレームで [Network Protocols] をクリックし、 SMTP のセクションまでスクロー 
ルタ'ウンする。 

3. SMTP サーバのホスト名を 「SMTP Server Host Name or IP Address」 フイールドに入力する0 

このフィールドを使用して、 IP アドレスまたは、 SMTP サーバのホスト名 （DNS が使用可能にな 
り構成済みの場合）のどちらかを指定します。 

4. ページの最後までスクロールし、 [Save] をクリックし、設定を保存する。 

LDAP Server を構成する （Lightweight Directory 
Access Protocol (LDAP) Client) 

ASM ウィンドウのナビゲーションフレームのメニューで [Network Protocols ] を選択してス 
クロールタ'ウンすると本セクションが表示されますが、本装置ではこの機能をサボートして 
いません。 



■J テイ （ Security) 


ASM ウィンドウのナビゲーシ ヨン フレームに [Security] メニューが表示されますが、本装置 
ではこの機能をサポートしていません。 


構成ファイル (Configuration Files) 


リモートスーパ _ バイザアダプタIの構成内容は、リモート管理 PC に保管したり、ほかの 
アダプタに転送したり、またはアダプタ上で保管する前に編集したりすることができます。 
この機能を使用すると、複数の管理対象システムを展開するときに、すべての構成データを 
手操作で入力する必要がありません。 

構成ファイル機能には以下のものがあります。 


構成を復元する 

リモートスーパーバイザアダプタIに保管した構成内容は次の手順で復元します。 

1. リモートスーパーバイザアダプタ I に□グインする。 

2. ナビゲーションフレームで [Configuration File ] をクリックする。 

3. 「Restore ASM Configuration 」 セクションで、[参照]をクリックする。 

4. 復元したい構成ファイルを選択し、[開く]をクリックする。 

5. 表示されている構成が復元する目的の構成であることを確認し 、 [Restore Configuration ] をク 
リックする。 

構成を復元する前にファイルを変更したしヽ場合は、 [Modifyand Restore] あるいは、 [Restore] を 
クリックすると構成を変更できます。 

6 . 復元処理が完了したことを示すメッセージが表示されたら、 「 RestartASM 」 ページに移動して、 
[ Restart ] をクリックする 0 

7. [〇 K ] をクリックしてリモートスーパーバイザアダプタ I を再起動させる。 

8. 現在のブラウザ画面をいったん閉じ、再度□ク'インし直す。 
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構成を変更して復元 

リモートスーパーバイザアダプタIで構成を復元する前に、保管した構成の主なフィール 
ドの設定を変更できます。復元する前に構成を変更できるので、複数のリモートスーパーバ 
イザアダプタIを同じよラな構成でセットアップするときに便利です。共通の共有情報を 
入力する必要が無く、名前や、 IP アドレスなどの固有値が必要なパラメータを簡単に指定で 
きます。 

次の手順で構成を変更してが6復元します。 

1. リモートスーパーバイザアダプタ I に□グインする。 

2. ナビゲーションフレームで [Configuration File ] をクリックする。 

3. 「Restore ASM Configuration 」 セクションで、[参照]をクリックする。 

4. 復元したい構成ファイルを選択し、[開く]をクリックする。 

[参照]の横のボックス内にファイル(絶対パス付き）が表示されます。 

5. [Modify and Restore ] をクリックし、編集可能な構成要約ページを表示させる。 

6 . フィールドの内容を変更するにはテキストボックスをクリックしてデータを入力する。 

7. 変更した内容が目的の構成内容となっていることを確認し 、 「Restart ASM 」 ページに移動し、ナ 
ピゲーションフレームで [ Restart ] をクリックする。 

8 . [〇 K ] をクリックしてリモートスーパーバイザアダプタ I を再起動させる。 

9. 現在のブラウザ画面をいったん閉じ、再度□グインし直す。 


デフオルトの復元 (Restore Defaults) 


リモートスーパーバイザアダプタIを工場出荷時に戻します。[デフォルトの復元 (Restore 
Defaults)] をクリックすると、そのサーバへの TCP/IP 接続が失われるので、構成ユーティ 
リティ（あるいはシリアルポートにアクセスできる場合はテキストによるユーザインタフェー 
ス）を使用してネットワークインタフェースをローカルで再構成する必要があります。 

I H -〇 デフオルトの復元 （Restore Defaults ) を実行すると、リモートスーパーバイザアダプタ 

n に行ったすべての変更内容は失われます。 


ASM の再起動 （Restart ASM) 


リモートスーパーバイザアダプタIを再起動できます。 
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モニタ （ Monitors) 


リモート管理対象サーバに PCI ス □ッ ト拡張 ユニッ トが接続されている場合は、ナビゲー 
シヨンフレームにリンクが表示されて、それぞれの拡張 ユニッ トについて（コネクタ A または 
B)、 温度、電圧、ファン速度、および重要プ□ダクトデータを表示できます。 


ログオフ (Log Off) 


リモートスーパーバイザアダプタIへの接続から□グオフするときにこのオプションを使 
用します。 
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